
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人

奈
良
晒
布
青
苧
中
買
に
つ
い
て

奥
　
田

修
　
三

□二三四五

は
し
が
ぎ

奈
良
晒
布
の
生
産
流
通
機
構

青
苧
間
屋
・
中
買
の
構
造

生
布
中
買
の
性
格

青
苧
中
買
の
猿
占
の
強
化

帥
蔵
苧
を
め
ぐ
る
間
題

何
他
国
紺
を
め
ぐ
る
問
題

六
○
他
国
布
へ
の
圧
迫

青
苧
中
買
と
生
布
中
買
と
の
対
抗

帥
生
布
中
買
の
青
苧
直
買

岬
生
布
中
買
の
生
布
販
売
自
由
の
要
求

り
株
仲
間
解
放
を
め
ぐ
る
直
買
間
題

青
苧
市
場
の
構
造
と
都
市
商
人

は

し

が

き

　
近
世
に
お
け
る
商
品
流
通
の
間
題
は
、
最
近
で
は
大
塚
久
雄
氏
の
理
論
を
適
用
し
て
、
い
わ
ゆ
る
局
地
的
市
場
の
間
題
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
へ
関
心
が
吋
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
局
地
的
市
場
は
農
村
に
お
け
る
商
品
生
産
の
発
展
を
基

礎
に
、
農
村
内
部
に
お
け
る
分
業
と
、
商
品
流
通
が
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
こ
の
局
地
市
場
の
考
え
方
に
は
、

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
六
二
二
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
六
一
四
）

そ
の
対
極
に
遠
隔
地
間
商
業
の
間
題
が
お
か
れ
て
い
る
。
遠
隔
地
問
商
業
は
農
民
的
商
品
生
産
を
領
主
あ
る
い
は
都
市
商
人
に
よ
っ

て
、
農
村
内
部
の
分
業
を
阻
止
し
つ
つ
全
国
的
市
場
に
組
み
い
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
農
村
に
お
け
る
商
品
流
通
の
担
当
者
と
し
て
は
、
在
郷
（
在
方
）
商
人
が
あ
る
が
、
局
地
的
市
場
を
み
て
ゆ
く
場
合
は
当
然
こ
の

在
郷
商
人
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
都
市
商
人
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
在
方
商
業
と
町
方
商

業
と
の
対
抗
関
係
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
実
証
的
な
研
究
も
次
第
に
出
て
き
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
に
い
わ
れ
て
い

る
都
市
商
人
あ
る
い
は
町
方
商
業
を
、
全
国
的
な
市
場
構
造
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
は
比
較
的
少
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
は
今
目
ま
で
、
商
品
流
通
の
間
題
は
農
村
の
側
か
ら
究
明
し
よ
う
と
し
た
研
究
が
多
く
、
都
市
の
商
業
あ
る
い
は
市
場
構
造

を
直
接
に
明
ら
か
に
す
る
の
に
不
充
分
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
在
郷
商
人
、
在
方
商
業
に
対
し
て
、
「
都
市
商
業
」
を
一

括
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
都
市
商
業
自
体
を
直
接
的
に
み
て
い
っ
た
と
き
は
、
封
建
支
配
体
制
ま
た
市
場
構
造
の
変
化
と
と
も
、

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
都
市
商
人
内
部
の
い
ろ
い
ろ
の
変
動
が
分
明
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
「
商
品
流
通
」
に
対
し
て

多
く
の
間
題
を
与
え
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
小
文
で
は
、
全
国
的
な
市
場
構
造
と
の
関
違
に
留
意
し
つ
つ
、
近
世
後
期

の
都
市
商
人
の
間
題
を
考
え
て
み
た
い
と
お
も
う
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
近
世
奈
良
晒
布
青
苧
中
買
商
人
で
あ
る
。

二
　
奈
良
晒
布
の
生
産
流
通
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
奈
良
晒
布
の
生
産
販
売
機
構
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
以
下
に
の
べ
よ
う
と
す
る
の
に
必
要
な

範
囲
で
、
そ
の
概
要
を
簡
単
に
し
る
し
て
お
く
。

　
Ｈ
生
産
高
　
奈
良
栖
－
布
の
生
産
は
す
て
に
中
世
末
－
期
よ
り
み
ら
れ
１
た
が
、
近
世
に
砿
い
り
大
名
．
武
士
あ
る
い
は
町
人
の
礼
蝦
月



ま
た
幕
地
用
さ
ら
に
夏
季
衣
料
と
し
て
の
需
要
の
た
め
に
急
激
に
発
展
し
、
明
暦
三
年
（
ニ
ハ
五
七
）
惣
年
寄
に
よ
る
改
判
の
制
度

が
っ
く
ら
れ
た
こ
ろ
は
す
で
に
年
産
三
〇
万
疋
を
こ
え
、
そ
の
後
、
寛
文
、
元
禄
か
ら
享
保
の
、
十
七
世
紀
中
ご
ろ
よ
り
十
八
世
紀

前
半
に
い
た
る
江
戸
時
代
中
期
に
は
、
三
〇
万
な
い
し
四
〇
万
疋
を
こ
え
る
生
産
高
を
し
め
し
た
。
中
期
以
降
越
後
縮
布
、
近
江
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

野
州
晒
、
能
登
布
そ
の
他
各
地
の
麻
布
生
産
が
発
展
し
て
く
る
に
つ
れ
て
、
元
文
、
宝
暦
か
ら
化
政
の
こ
ろ
は
二
〇
万
疋
ぐ
ら
い
に
、

さ
ら
に
天
保
年
中
（
改
革
前
ま
で
は
）
一
〇
万
疋
ぐ
ら
い
に
減
少
し
、
幕
末
に
は
数
万
疋
の
生
産
に
と
ど
ま
り
、
明
治
維
新
の
打
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

を
う
け
て
、
一
層
お
と
ろ
え
る
に
い
た
っ
た
。
し
た
が
っ
て
以
下
で
の
べ
よ
う
と
す
る
近
世
後
期
は
、
奈
良
晒
布
の
生
産
は
盛
時
に

く
ら
べ
る
と
二
分
の
一
か
ら
十
分
の
一
近
く
ま
で
衰
退
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　
白
生
産
販
売
組
織
右
の
よ
う
な
生
産
量
の
発
展
、
衰
退
に
つ
れ
て
、
そ
の
生
産
販
売
組
織
も
時
期
的
に
三
つ
の
段
階
の
変
遷
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

し
め
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
－
幕
末
の
こ
ろ
の
そ
れ
は
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
。
ま
ず
原
料
た
る
東
北

産
の
青
苧
は
青
苧
間
屋
、
同
中
買
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
、
生
布
中
買
・
布
謎
屋
に
販
売
せ
ら
れ
る
。
生
布
中
買
・
談
屋
は
奈
良
町
中

お
よ
び
在
郷
の
、
い
わ
ば
機
織
し
な
い
織
元
で
あ
っ
て
、
在
六
の
織
屋
あ
る
い
は
副
業
的
家
内
手
工
業
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
農
民

に
紡
織
さ
せ
て
そ
の
生
布
を
買
集
め
て
晒
間
屋
に
販
売
す
る
。
晒
間
屋
は
そ
の
生
布
を
晒
屋
に
晒
ら
さ
せ
て
完
製
品
た
る
晒
布
に
仕

立
て
、
三
都
は
じ
め
他
国
の
呉
服
商
人
と
敢
引
す
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
骨
組
で
あ
っ
た
。
右
の
ほ
か
仕
上
工
程
に
は
模
屋
が
あ
り
、

販
売
部
門
に
は
他
所
行
商
人
が
あ
る
が
、
近
世
後
期
以
降
、
「
布
方
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、
右
に
の
べ
た
晒
（
古
．
新
）
間
屋
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

布
数
合
（
中
買
）
、
晒
屋
・
榛
屋
、
青
苧
間
屋
・
中
買
、
お
よ
び
他
所
行
商
人
で
あ
っ
た
。

　
右
の
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
は
株
仲
問
ま
た
は
そ
れ
に
類
似
す
る
仲
間
の
組
織
が
あ
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
幕
府
と
奈
良
布

方
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
早
く
慶
長
十
三
年
（
ニ
ハ
○
八
）
、
奈
良
町
中
よ
り
年
頭
御
礼
と
し
て
「
駿
河
．
江
戸
両
御
所

　
　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
六
一
五
）



●

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
六
一
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

様
」
へ
晒
布
二
十
疋
宛
献
上
し
た
の
が
姶
で
そ
の
後
、
「
御
用
晒
」
と
し
て
多
数
の
晒
布
を
江
戸
幕
府
に
納
入
し
て
い
る
。
ま
た
慶

長
十
六
年
（
ニ
ハ
ニ
）
、
「
東
照
厳
命
に
依
り
て
」
長
幅
丈
尺
の
定
め
が
あ
り
、
明
暦
三
年
（
ニ
ハ
五
七
）
奈
良
奉
行
の
命
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

り
惣
年
寄
を
も
う
け
晒
改
印
を
お
す
こ
と
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ら
い
歴
代
の
奈
良
奉
行
は
幕
府
御
用
の
由
緒
あ
る
南
都
第
一

の
名
産
と
し
て
厚
く
保
護
を
加
え
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
関
説
す
る
が
、
「
布
方
」
自
体
も
伸
問
の
組
織
に
よ
っ

て
そ
う
し
た
意
識
を
も
っ
た
特
権
的
都
市
商
人
と
し
て
幕
末
に
及
ん
で
い
る
。

（
１
）
　
木
村
博
一
「
奈
良
晒
布
の
生
産
販
売
組
織
」
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
第
二
号
。

（
２
）
　
越
後
縮
布
の
最
盛
期
は
天
明
年
中
二
〇
万
反
の
生
産
を
示
し
た
（
酉
脇
新
次
郎
「
小
千
谷
縮
布
史
」
）
。
野
州
晒
は
高
宮
布
を
晒
布
に
し
た
も

　
の
で
あ
る
が
、
元
禄
年
中
に
野
州
に
「
惣
間
屋
中
」
が
あ
り
、
宝
暦
前
後
産
額
年
一
〇
〇
万
反
、
安
永
ご
ろ
よ
り
減
少
し
、
以
来
年
産
四
０
２
五

　
〇
万
反
を
し
め
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（
「
滋
賀
県
史
」
第
三
巻
五
七
四
～
五
七
五
頁
）
。
能
登
で
は
正
徳
三
年
に
羽
昨
、
鹿
島
両
郡
の
布
紬
の
間
屋

　
が
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
文
化
九
年
に
「
御
仕
法
」
が
で
ぎ
布
改
判
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
（
「
能
登
郡
町
誌
」
）
。

（
３
）
　
木
村
博
一
、
前
掲
論
文
。

（
４
）
　
木
村
博
一
、
前
掲
論
文
。

（
５
）
　
天
明
八
年
、
奈
良
奉
行
小
出
遠
江
守
の
布
方
一
同
へ
の
申
渡
（
前
田
家
文
書
）
。
　
中
期
の
事
実
を
し
め
す
元
文
二
年
の
「
布
方
一
巻
覚
帳
」

　
に
は
、
右
の
ほ
か
蔵
方
、
女
数
合
が
あ
り
、
の
ち
に
生
布
中
買
一
本
に
な
っ
て
ゆ
く
絶
屋
中
買
、
抱
方
中
買
、
間
屋
中
買
、
在
方
中
買
が
あ
が
っ

　
て
お
り
、
ま
た
切
晒
屋
と
い
う
の
も
あ
る
。

（
６
）
　
「
奈
良
曝
古
今
僅
諺
集
」
　
（
徳
川
時
代
商
業
叢
書
）
。

（
７
）
　
わ
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
寛
文
四
年
の
五
〇
〇
疋
以
降
元
禄
六
年
の
二
五
〇
〇
疋
ま
で
毎
年
多
数
納
入
し
て
い
る
（
「
和
州
志
」
上
）
。

ハ
８
）
　
「
奈
良
爆
古
今
僅
諺
集
」
。

■



　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
青
苧
問
屋
・
中
買
の
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
さ
き
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、
青
苧
問
屋
・
中
買
は
奈
良
晒
布
の
原
料
た
る
青
苧
を
取
扱
う
商
人
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

中
世
に
淳
る
青
苧
の
産
出
地
は
主
と
し
て
越
後
で
あ
つ
た
。
越
後
の
上
杉
氏
が
会
津
に
、
つ
い
で
米
沢
に
移
る
に
及
｝
で
、
青

苧
の
栽
培
も
米
沢
・
会
津
に
移
り
、
越
後
苧
の
産
出
が
お
と
ろ
え
、
近
世
ｔ
お
い
て
は
青
苧
の
生
産
は
ほ
と
ん
ど
最
上
、
米
沢
、
会

津
な
ど
の
東
走
限
ぎ
ら
れ
る
に
い
た
一
２
苧
奈
良
晒
布
の
原
料
苧
は
、
そ
の
初
期
よ
り
専
ら
こ
の
東
北
産
の
も
の
が
用
い
臭
た

と
考
着
お
・
青
苧
の
東
北
か
ら
の
奈
良
一
の
搬
入
系
路
は
主
と
し
て
、
酒
田
吉
舟
積
し
、
敦
賀
優
上
げ
し
、
湖
上
水
運
に

よ
り
大
津
か
ら
京
都
へ
・
さ
ら
に
木
津
川
舟
運
に
よ
つ
て
京
都
か
ら
山
城
木
津
へ
荷
上
げ
し
、
奈
良
へ
輸
送
す
る
と
い
う
よ
う
で
あ

つ
句
一

　
こ
う
し
て
奈
良
に
も
た
ら
さ
れ
る
青
苧
の
荷
受
間
屋
と
し
て
青
苧
間
屋
。
中
買
が
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
青
苧
間
屋
．
中
買
の
機

構
は
近
世
の
間
屋
中
買
制
肇
般
と
か
わ
髪
い
わ
け
で
あ
る
が
、
青
苧
の
取
引
方
法
と
共
隻
の
組
織
三
応
説
明
し
て
お
こ
う
。

元
文
二
年
一
一
七
三
七
一
の
「
布
方
一
巻
覚
墜
に
よ
る
と
、
ま
ず
青
苧
荷
に
は
蔵
苧
と
商
人
苧
の
区
裂
あ
つ
た
。
蔵
苧
と
い

う
の
は
・
い
う
ま
で
も
な
く
上
杉
藩
の
蔵
苧
で
あ
っ
て
、
そ
の
取
引
方
法
は
「
蔵
苧
之
儀
京
都
町
人
坂
倉
太
郎
左
衛
門
ト
申
者
有
之

例
年
致
世
話
此
者
下
支
配
当
地
二
而
餅
飯
殿
町
大
黒
屋
六
右
衛
門
弐
拾
五
六
年
巳
前
１
取
捌
仕
侯
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

蔵
苧
が
さ
き
の
輸
送
路
で
京
都
よ
り
舟
廻
に
て
来
る
と
そ
れ
に
付
添
つ
て
上
杉
藩
の
役
人
な
ら
び
に
坂
倉
太
郎
左
衛
門
が
奈
良
に
き

て
大
黒
屋
で
入
札
す
る
。
入
札
は
一
ヶ
年
に
、
二
月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
の
四
度
で
あ
り
、
年
初
の
二
月
に
は
荷
を
み
て
か
ら
入

札
す
る
が
、
あ
と
の
三
同
は
二
月
の
荷
を
基
準
と
し
て
入
札
す
る
。
青
苧
の
入
札
に
は
五
名
の
「
青
苧
口
入
者
」
が
あ
り
、
彼
ら
が

　
　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
六
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
六
一
八
）

入
札
を
取
集
め
て
六
右
衛
門
の
と
こ
ろ
に
持
参
し
、
そ
こ
で
役
人
な
ら
び
に
坂
倉
立
会
で
開
札
し
、
落
札
者
へ
木
津
よ
り
直
接
に
荷

を
送
付
け
る
と
い
う
仕
組
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
人
の
口
入
者
に
は
、
青
苧
一
箇
に
つ
き
銀
二
匁
宛
上
杉
藩
よ
り
賃
銀
を
出
し
て
い
た
・

世
話
人
の
大
黒
屋
六
右
衛
門
も
ま
た
「
世
話
料
」
と
し
て
坂
倉
太
郎
左
衛
門
よ
り
、
　
「
青
苧
荷
数
多
少
」
に
か
か
わ
ら
ず
一
ヶ
年
に

「
銀
子
少
点
宛
」
う
け
と
っ
て
い
る
。
な
お
、
落
札
者
と
の
問
の
代
金
受
払
の
方
法
も
規
定
さ
れ
て
い
る
・

　
と
こ
ろ
で
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
を
、
蔵
苧
の
入
札
に
は
、
「
此
蔵
苧
之
分
中
買
之
制
無
之
侯
」
（
正
徳
二
年
六
月
の
「
覚
ワ
）
と

い
わ
れ
、
ま
た
ず
つ
と
後
の
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
文
書
で
あ
る
が
、
「
御
蔵
苧
之
儀
者
素
人
共
直
買
仕
侯
而
も
不
差
却
］

と
あ
る
ご
と
く
、
間
屋
、
中
買
に
か
ぎ
ら
ず
素
人
共
自
由
に
入
札
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
蔵
苧
は
荷
受
間
屋
仲
買
の

猿
占
的
支
配
を
う
け
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
何
時
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
・

お
そ
ら
く
間
屋
制
の
成
立
も
み
な
い
相
当
早
い
時
代
に
い
わ
ば
初
期
藩
専
売
品
と
し
て
そ
う
し
た
形
態
を
確
立
し
た
も
の
と
考
え
ら

　
　
（
８
）

れ
よ
う
。
蔵
苧
の
制
は
の
ち
に
も
の
べ
る
が
幕
末
に
至
る
ま
で
つ
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
青
苧
間
屋
中
買
の
独
占
を
ゆ
る
さ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
上
杉
藩
と
し
て
そ
の
販
売
に
有
利
な
立
場
を
し
め
て
い
た
と
い
い
う
る
。
そ
の
た
め
青
苧
間
屋
、
中
買
は
つ
ね
に

蔵
苧
の
拡
大
に
反
対
す
る
立
場
に
立
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
に
の
べ
る
・

　
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
、
上
杉
藩
は
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
四
月
に
、
青
苧
中
買
と
お
も
わ
れ
る
紬
屋
長
次
郎
、
九
兵
衛
よ
り

「
蔵
青
苧
拾
駄
」
を
引
当
て
と
し
て
銀
四
貫
五
百
匁
を
借
り
入
れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
蔵
苧
の
落
札
に
お
い
て
は
青
苧
間
屋
と
く

に
中
買
が
実
質
的
な
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
蔵
苧
に
た
い
し
て
「
商
人
苧
」
が
あ
る
。
こ
の
商
人
苧
も
東
北
（
最
上
、
会
津
、
米
沢
）
よ
り
差
越
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
「
尤
右
両
所
！
直
着
又
者
奥
州
仙
台
会
津
勢
州
江
州
越
後
加
賀
共
外
京
大
坂
堺
等
之
売
人
共
方
江
も
買
登
セ
」
「
当
地
青



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

苧
間
屋
四
人
」
「
右
之
者
共
方
江
商
人
直
二
参
リ
又
者
手
代
を
以
送
リ
荷
物
二
而
差
越
侯
も
有
之
侯
」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ぢ

産
地
商
人
（
在
方
荷
主
）
な
ら
び
に
各
地
苧
商
人
に
よ
っ
て
奈
良
に
売
り
込
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
間
屋
よ
り
青
苧
中

買
（
当
時
二
十
二
人
）
が
買
取
る
が
、
間
屋
は
荷
主
よ
り
銀
一
貫
目
に
つ
き
二
十
匁
宛
の
口
俄
を
請
取
る
と
い
う
仕
組
で
あ
っ
た
。

こ
の
商
人
苧
の
取
引
は
右
の
如
く
青
苧
間
屋
・
同
中
買
の
独
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ま
た
間
屋
は
中
買
の
外
に
直
売
す
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
く
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

　
青
苧
中
買
に
つ
い
て
は
「
布
方
一
巻
覚
帳
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
を
与
え
て
い
る
。

　
○
　
青
苧
中
買
右
当
国
丼
山
城
河
内
播
州
江
州
伊
賀
或
者
加
賀
江
茂
売
捌
此
口
銭
定
リ
無
御
座
比
尤
国
六
二
序
絶
績
出
候
所
よ
り
ハ
青
苧
と
直
段
積

　
　
リ
合
引
替
侯
儀
茂
御
座
帖

　
臼
　
青
苧
中
買
方
当
地
漬
苧
屋
井
布
誹
屋
江
売
捌
侯
布
誹
屋
よ
り
者
青
苧
代
布
二
而
引
替
候
儀
も
御
座
沁

　
臼
　
青
苧
中
買
之
外
商
売
致
候
老
在
之
侯
共
是
老
中
買
手
前
み
青
苧
買
請
致
渡
世
侯

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
奈
良
に
斉
荷
し
た
青
苧
は
中
買
の
手
に
よ
っ
て
単
に
大
和
の
み
な
ら
ず
、
山
城
、
伊
賀
、
河
内
か

ら
江
州
、
播
州
、
加
賀
ま
で
売
捌
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
六
で
は
紡
績
工
程
（
結
績
）
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
奈
良
の
青
苧
中
買
を
通
し
て
原
料
苧
を
仕
入
れ
て
い
る
こ
と
は
青
苧
中
買
の
商
圏
な
ら
び
に
青
苧
の
商
品
流
通
を
考
え
る
時

間
題
と
な
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
が
、
こ
の
青
苧
中
買
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
七
月
二
日
の
文
書
に
よ
れ
ば
、

す
で
に
そ
の
時
、
¢
「
春
目
講
」
と
名
づ
け
た
仲
問
組
織
を
も
ち
、
毎
年
五
月
二
十
二
目
、
九
月
二
十
二
日
の
両
度
に
寄
合
を
も
ち
、

　
毎
月
十
三
目
に
は
方
角
毎
に
選
出
し
た
肝
萸
十
名
お
よ
び
月
行
事
二
名
の
寄
合
で
諸
事
打
合
せ
、
＠
月
行
事
費
用
そ
の
他
仲
問
入

用
金
の
分
担
を
き
め
、
¢
青
苧
掛
目
は
毎
月
の
月
行
事
が
改
め
る
と
し
、
中
買
現
在
員
四
十
二
名
の
外
仲
買
人
員
を
増
加
し
な
い
、

　
　
・
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
六
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）

回
貝

１
２
６
２
４
２
０
２
０
８
７
５
５
５

中

４
４
２
２
１
１
１
１
１

＊＊

屋間

６

４
ｏ
ｏ

４
４
ｏ
ｏ

＊

７
０
４
５
７
０
８
５
８
１
３
５
１
５
９

８
０
１
２
３
０
０
１
１
２
３
４
５
５
６

代

６
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

　
○
り
　
　
０
　
　
　
ｏ
＾
　
　
２
Ｆ
ｏ
４
１
４
１
２
１
５
１
１
４
４
２
４
２
２

年

享
禄
徳
保
文
政
化
１
１
政
保
化
永
政
治

貞
元
正
享
元
寛
文
１
１
文
天
弘
嘉
安
明

２休ちう
＊＊１休ちう

＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
六
二
〇
）

ま
た
名
前
を
譲
渡
し
な
い
と
い
う
ご
と
く
強
固
な
株
仲
問
を
結
成

し
て
い
る
。
間
屋
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
さ
き
に
も
い
っ
た
が

「
右
中
買
之
外
間
屋
１
直
売
渡
被
致
侯
者
其
間
屋
ヘ
ハ
一
切
参
問

敷
事
」
と
し
て
い
る
。
青
苧
間
屋
・
中
買
の
株
仲
間
組
織
の
存
在

は
、
知
り
う
る
文
書
で
は
元
禄
十
一
年
（
ニ
ハ
九
八
）
よ
り
遡
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
近
世
の
早
い
時
期
に
そ
う
し
た

仲
問
組
織
が
成
立
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
青
苧
間
屋
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ら
び
に
中
買
の
人
数
は
右
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
表
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
元
文
二
年
で
最
盛
期
の
二
分
の
一
に
減
少
し
て

お
り
、
さ
ら
に
幕
末
に
い
た
る
ま
で
漸
減
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
初
に
の
べ
た
晒
布
生
産
の
衰
退
状
況
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
衰
退
過
程
の
な
か
で
、
都
市
商
人
と
し
て
の
青
苧
中
買
が
ど
の
よ
う
な
局
面
に
立
ち
い
た
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
示
し
た
か
次
章
以
下
で
み
て
ゆ
き
尤
い
と
お
も
う
。
な
お
、
元
禄
十
三
年
の
中
買
四
十
一
人
は
郡
山
の
一
軒
を
除
く
外
全
部
奈

良
町
中
に
位
し
、
間
屋
も
も
ち
ろ
ん
奈
良
町
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
１
）
　
新
城
常
三
「
中
世
の
信
濃
」
史
学
雑
誌
、
五
七
の
五
・
六
合
併
号
。
小
野
晃
嗣
「
三
条
西
家
と
越
後
青
苧
座
の
活
動
」
歴
史
地
理
、
昭
和
九

　
年
二
月
号
。

（
２
）
　
西
脇
新
次
郎
「
小
千
谷
縮
布
史
」
。

（
３
）
　
「
奈
良
曝
古
今
僅
諺
集
」
は
来
由
か
ら
い
え
ぱ
奈
良
晒
布
も
大
和
産
の
苧
が
つ
か
わ
れ
た
よ
う
に
し
て
い
る
が
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
あ
り
う
る
。
年
代
不
詳
の
上
杉
藩
関
係
文
書
に
「
夫
合
青
苧
荷
為
登
慶
長
八
九
之
頃
漸
十
駄
内
外
之
由
右
青
苧
御
売
払
之
処
御
利
益
有
之
…
…
年



粋
客
容
罵
審
然
申
様
一
罷
成
申
事
一
と
膏
、
・
こ
れ
は
こ
の
文
書
の
他
の
部
分
か
ら
明
確
に
し
う
る
よ
う
に
、
の
ち
に
の
べ
る
上
杉

藩
蔵
苧
の
こ
と
を
い
一
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
慶
長
八
、
九
年
ご
ろ
か
ら
奈
良
一
の
出
荷
が
ふ
え
て
い
つ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
一
こ
の
文
書

は
立
命
館
大
学
大
学
院
森
谷
克
久
氏
よ
り
教
示
を
う
け
た
一
。
寛
政
元
年
一
一
七
八
九
一
の
「
南
都
布
さ
ら
し
乃
記
一
に
「
年
経
て
の
ち
上
総
．

下
総
の
国
よ
り
作
り
出
せ
り
・
今
又
羽
州
寂
上
米
沢
よ
り
奈
良
の
間
屋
一
嚢
せ
、
一
と
菱
が
、
上
総
下
総
云
女
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
◎
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
〇

一
４
一
「
青
苧
嚢
初
之
次
第
組
外
峯
領
一
而
陸
路
為
御
登
其
余
老
当
表
御
用
達
西
村
久
左
衛
門
引
一
謂
二
而
米
沢
表
見
迄
舟
積
賃
銭
二
而
…

融
讐
数
簑
試
鶴
節
諸
間
屋
江
船
賃
御
取
極
一
罷
成
侯
事
ト
被
存
侯
一
一
前
掲
上
杉
藩
関
係
文
書
一
と
膏
、
ま
た
「
養
郡
誌
一

　
等
参
照
。

（
５
）
　
奈
良
学
芸
大
学
所
蔵
旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。
以
下
の
蔵
苧
お
よ
び
商
人
苧
の
記
述
は
主
と
し
て
こ
れ
に
、
よ
る
。

（
６
）
　
旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

一
７
一
文
化
士
年
十
月
目
「
乍
恐
別
紙
御
願
奉
申
上
候
一
一
札
。
旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。
以
下
特
に
票
し
な
い
か
ぎ
り
は
旧
田
村
氏
所
蔵
の
青

　
苧
中
買
関
係
文
書
に
よ
る
。

（
８
）
註
（
３
）
参
照
。

（
９
）
　
個
田
村
氏
所
蔵
文
書
、
前
田
家
文
書
そ
の
他
よ
り
作
製
。

四
　
生
布
中
買
の
性
格

都
市
商
人
と
し
て
の
青
苧
中
買
の
、
と
く
に
近
世
後
期
に
お
け
る
あ
り
方
を
み
て
ゆ
く
さ
い
に
、
問
題
は
主
と
し
て
生
布
中
買
と

の
対
抗
関
係
に
お
い
て
展
開
す
る
の
で
、
こ
こ
で
ま
ず
、
生
布
中
買
．
布
談
屋
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

奈
良
晒
布
の
生
産
は
奈
良
町
中
の
都
市
工
業
と
し
て
そ
の
成
立
萎
た
と
考
え
よ
る
が
、
近
世
初
期
生
産
量
の
増
大
と
と
乏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
六
二
一
）

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
六
二
二
）

急
速
に
奈
良
周
辺
の
農
村
地
帯
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
初
期
に
お
い
て
は
、
織
立
て
ら
れ
た
生
布
は
女
数
合
が
蔵
方
に
運
び
、
あ
る
い
は

「
寛
永
年
中
比
ま
で
は
生
布
綾
布
共
に
織
屋
吉
直
に
間
屋
・
蔵
方
一
持
来
り
又
は
女
牙
姿
奮
持
来
り
し
と
芭
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
在
方
の
織
屋
自
身
が
そ
の
製
品
を
蔵
方
・
間
屋
に
搬
入
し
た
。
つ
ま
り
直
接
生
産
者
自
ら
原
料
を
仕
入
れ
そ
れ
を
販
売
す

る
と
い
う
仕
組
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
「
其
後
織
屋
絶
屋
を
巡
り
て
買
出
し
、
或
は
通
町
の
小
店
な
ど
に

早
朝
中
買
同
士
三
五
人
、
二
三
輩
宛
待
居
て
田
舎
辺
よ
り
持
来
る
一
疋
二
疋
の
布
を
買
出
し
或
は
織
屋
に
経
緯
を
渡
し
謎
へ
織
せ
、

近
き
田
家
を
廻
り
て
買
出
し
な
ど
し
て
間
屋
蔵
方
の
店
へ
売
商
ふ
」
生
布
中
買
が
で
き
、
ま
た
在
郷
に
も
「
纏
布
を
大
皮
籠
に
入
荷

な
は
せ
て
夜
を
こ
め
て
奈
良
に
来
り
、
間
屋
蔵
方
な
ど
の
表
軒
下
に
明
る
を
待
ち
て
商
ひ
け
る
」
田
舎
中
買
も
成
立
し
て
く
る
・
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

れ
と
共
に
、
蔵
方
が
晒
間
屋
、
あ
る
い
は
中
買
に
転
じ
、
こ
こ
に
生
布
中
買
が
多
数
で
き
て
き
た
。
そ
れ
は
大
体
、
寛
文
－
元
禄
の

こ
ろ
で
あ
る
。
寛
文
五
年
（
ニ
ハ
六
五
）
に
奈
良
奉
行
に
よ
っ
て
数
合
頭
Ｈ
生
布
中
買
頭
三
人
を
設
け
、
「
数
合
札
」
を
発
行
す
る

　
　
　
　
　
　
（
４
）

こ
と
が
き
め
ら
れ
た
。
こ
の
生
布
中
買
に
は
そ
の
成
立
の
事
情
に
ー
よ
っ
て
、
中
買
（
生
布
中
買
）
、
絶
屋
中
買
、
抱
方
中
買
、
間
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

蔵
方
抱
中
買
、
在
中
買
の
区
別
が
あ
り
、
元
文
二
年
の
「
布
方
一
巻
覚
帳
」
で
は
上
表
の
ご
と
く
合
計
六
二
六
人
と
な
っ
て
い
る
・

数買中年２文元

数
人
人
人
人
人
５
２
３
８
２
３
１
３
０
０
ｏ
ｏ
　
１
　
　
　
　
　
１

人
２
６
６

称
名
の
買
中

讐
中
紬
抱
間
在

計

間
屋
、
蔵
方
な
ど
の
抱
中
買
は
そ
れ
ら
に
直
属
し
て
い
る
非
独
立
の
中
買
で
あ
り
や
が
て
消
減

し
、
絶
屋
中
買
は
お
そ
ら
く
も
と
も
と
は
織
屋
に
対
し
て
絶
ば
か
り
を
販
売
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
当
然
布
謎
を
し
生
布
を
売
買
す
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に

１
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

は
、
生
布
中
買
、
絶
屋
中
買
の
名
称
を
す
べ
て
「
生
布
数
合
」
と
し
て
業
態
を
同
じ
く
し
、
中

買
は
地
域
的
に
当
地
中
買
と
在
方
中
買
と
の
二
種
に
な
っ
た
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

布
数
合
総
数
五
七
七
人
、
う
ち
当
地
中
買
四
六
一
人
、
在
方
中
買
八
七
人
で
あ
っ
た
。

「



　
こ
う
し
た
生
布
中
買
の
性
格
は
、
い
わ
ば
機
織
し
な
い
織
元
と
い
わ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
近
世
後
期
に
お
け
る
こ
の
中
買
の

存
在
形
態
は
つ
ぎ
の
文
章
よ
り
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
私
儀
ハ
生
布
中
買
井
紬
兼
商
ひ
仕
眺
者
二
御
座
候
而
大
和
山
城
伊
賀
境
迄
生
布
買
出
し
に
罷
越
侯
」
　
（
安
政
二
年
五
月
九
日
の
口
上
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
「
私
共
儀
老
生
布
中
買
渡
世
之
も
の
に
御
座
晦
処
兼
私
共
買
入
場
所
之
義
、
大
和
伊
賀
山
城
国
境
村
六
二
而
布
買
入
侯
儀
二
而
奈
良
名
産
生
布
ヲ
抜

　
布
不
致
様
申
合
私
共
五
人
二
限
買
入
二
罷
越
儀
二
而
則
当
国
之
内
東
山
中
桃
香
野
村
月
瀬
村
長
引
村
尾
山
村
石
打
村
右
五
ケ
所
始
其
外
山
城
国
田
山

　
村
伊
賀
国
治
田
村
白
樫
村
法
花
村
大
野
木
村
高
芝
村
大
内
村
伊
賀
上
野
城
下
を
始
同
領
分
同
州
東
田
原
村
西
田
原
村
右
村
々
二
而
生
布
買
入
候
場
所

　
二
御
座
侯
」
　
「
私
共
申
合
能
六
生
布
買
入
二
罷
越
程
能
織
お
ろ
し
の
布
無
ぎ
節
ハ
」
　
「
無
拠
伊
賀
山
城
両
国
へ
参
り
現
銀
を
以
多
分
他
国
紬
買
入
」

　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

　
「
右
村
々
織
屋
方
江
現
銀
に
－
て
紬
売
渡
生
布
為
織
立
買
入
申
侯
義
二
御
座
侯
」
　
「
御
改
革
以
前
ハ
私
共
五
人
江
他
国
紺
几
三
千
斗
も
買
入
村
六
誹
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
江
売
捌
申
候
」
　
「
是
迄
ハ
大
体
一
ケ
度
二
布
二
一
二
十
疋
斗
も
買
入
侯
儀
御
座
晦
」
　
（
安
政
二
年
五
月
十
目
の
口
上
書
）

　
こ
れ
は
の
ち
に
の
べ
る
生
布
中
買
の
他
国
絶
直
買
問
題
に
関
係
し
て
生
布
中
買
か
ら
惣
年
寄
に
出
さ
れ
た
願
上
書
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
る
と
、
中
買
は
村
六
の
織
屋
へ
原
料
絶
を
売
渡
し
て
生
布
に
織
ら
せ
こ
れ
を
買
入
・
れ
る
と
い
う
織
元
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

村
点
の
織
屋
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、
南
山
域
三
十
五
名
の
織
屋
に
つ
い
て
「
私
共
渡
世
筋
南
山
城
ニ
テ
織
出
し
侯
生
平
之
儀
者
其

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

仕
草
か
せ
ぬ
き
者
南
都
其
外
所
六
８
買
取
織
屋
江
遺
し
為
織
布
二
仕
立
侯
而
間
屋
又
者
南
都
中
買
其
外
国
六
江
先
年
／
売
来
申
侯
」

「
山
城
生
平
之
儀
者
在
点
惣
百
姓
之
妻
娘
下
女
等
耕
作
之
問
之
稼
二
而
乍
仮
初
此
業
を
以
先
年
！
御
上
納
御
未
進
銀
等
迄
相
立
井
平

　
　
　
　
　
（
９
）

常
之
渡
世
仕
侯
」
と
あ
る
よ
う
に
、
在
村
の
織
元
で
あ
る
。
生
布
中
買
は
こ
う
し
た
在
村
の
織
屋
Ｈ
織
元
ま
た
は
直
接
に
機
先
農
民

と
結
び
つ
い
て
原
料
苧
絶
の
販
売
・
支
給
な
ら
び
に
生
布
の
買
入
・
賃
織
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
に
中
買
に
は
奈
良
市
中
の
中
買
と
在
郷
の
中
買
が
あ
る
が
、
布
方
中
買
は
「
在
方
二
而
織
出
侯
生
布
買
出
し

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
１
０
）

当
町
間
屋
井
中
買
共
江
も
売
渡
申
侯
」
と
あ
る
が
、
さ
き
の
ご
と
き
村
の
織
屋
と
兼
ね
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
六
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
六
二
四
）

ら
は
も
ち
ろ
ん
農
商
兼
営
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
在
郷
の
商
人
で
あ
る
が
、
生
布
中
買
の
主
流
は
当
地

お
よ
び
在
方
両
者
の
中
買
の
数
の
上
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
都
市
中
買
で
あ
っ
た
。
生
産
者
的
と
い
う
点
か
ら
は
在
方
中
買
の
方

に
よ
り
強
い
性
格
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
都
市
中
買
も
前
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
奈
良
布
方
の
中
で
は
な
お
生
産
者
的
な
中
買
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

人
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
一
方
中
買
は
「
他
所
他
国
江
生
布
買
二
参
侯
共
他
所
他
国
二
而
売
買
不
申
南
都
江
持
飯
リ
商
売
仕
侯
様
急

　
　
　
（
ｕ
）

度
可
申
侯
」
と
さ
れ
、
間
屋
に
隷
属
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
都
市
織
元
と
し
て
自
ら
も
村
戊
の
織
屋
を
間
屋
制
的
に
支
配
し
て

い
る
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
、
織
屋
に
対
す
る
支
配
権
を
拡
大
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
原
料
苧
紺
の
自
由

買
入
を
た
え
ず
主
張
し
、
そ
の
点
か
ら
青
苧
中
買
と
す
る
ど
く
対
立
す
る
わ
け
で
あ
る
。

（
１
）
　
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
の
「
南
都
曝
御
改
帳
」
　
（
前
田
家
文
書
）
に
は
「
此
時
奈
良
町
中
二
晒
ヲ
仕
入
候
人
数
御
改
被
遊
候
処
三
百
六

　
十
余
有
之
候
」
と
あ
り
、
ま
た
貞
享
三
年
（
ニ
ハ
八
六
）
の
「
口
上
覚
」
（
玉
井
家
文
書
）
に
は
「
当
町
中
ノ
老
十
ノ
物
九
ツ
ハ
布
一
色
二
而
渡

　
世
仕
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
木
村
前
掲
論
文
参
照
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

「
奈
良
曝
古
今
僅
諺
集
」
。

右
　
　
　
同

「
布
方
一
巻
覚
帳
」
。

右
　
　
　
同

工
部
局
月
報
第
三
二
号
、
明
治
一
七
年
。

右
　
　
　
同

旧
田
．
村
氏
所
蔵
文
書
。

京
都
府
加
茂
町
、
石
井
家
文
書
。



（
１
０
）

（
ｕ
）

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

「
布
方
一
巻
覚
帳
」
。五

　
青
苧
中
買
の
独
占
の
強
化

　
↑
じ
　
蔵
苧
を
め
ぐ
る
間
題

　
最
初
に
ー
の
べ
た
よ
う
に
上
杉
藩
蔵
苧
の
取
引
に
は
間
屋
・
中
買
の
制
が
な
く
、
い
わ
ば
白
由
に
ー
入
札
購
入
し
う
る
立
前
に
１
な
っ
て

い
た
の
で
生
布
中
買
な
ど
も
そ
の
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
元
文
二
年
の
「
布
方
一
巻
覚
帳
」
で
は
、
蔵
苧
と
商
人
苧
の

奈
良
入
荷
量
は
年
問
蔵
苧
五
〇
〇
駄
、
代
銀
約
三
四
〇
～
三
五
〇
貫
、
商
人
苧
一
四
〇
〇
駄
と
な
っ
て
い
る
。
入
荷
総
駄
数
に
対
し

蔵
苧
二
六
％
、
商
人
苧
七
四
％
、
蔵
苧
は
商
人
苧
の
三
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
元
文
二
年
の
数
字
以
外
に
両
苧
の
入
荷
量
の

比
率
は
知
る
こ
と
は
で
ぎ
な
い
が
、
前
記
の
如
き
取
引
法
で
あ
る
か
ら
、
青
苧
間
屋
・
中
買
は
蔵
苧
の
増
大
に
対
し
て
は
反
対
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

青
苧
屋
中
の
「
万
覚
帳
」
に
よ
る
と
、
元
禄
十
一
年
（
ニ
ハ
八
八
）
「
御
蔵
苧
之
制
改
リ
申
候
」
と
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
取
引
法
が

改
正
さ
れ
た
の
か
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
先
年
之
通
二
御
出
ツ
被
成
侯
様
」
に
と
交
渉
し
た
が
不
調
に
な
っ
た

の
か
、
青
苧
屋
中
は
一
切
蔵
苧
を
買
わ
な
い
こ
と
を
連
印
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
と
き
は
蔵
苧
の
現
銀
買
が
藩
側
よ
り
提
案
さ

れ
、
そ
れ
に
晒
間
屋
な
ら
び
に
青
苧
中
買
中
の
多
田
屋
五
郎
兵
衛
、
同
善
五
郎
は
同
調
し
た
が
、
青
苧
屋
中
と
し
て
「
蔵
苧
一
切
買

申
間
敷
」
と
蔵
苧
を
ボ
ィ
コ
ッ
ト
す
る
と
い
う
手
段
で
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
ず
っ
と
降
っ
て
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
織
田
蔵
苧
に
関
す
る
一
件
が
お
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
同
年
羽
州
天
童
の
織
田
藩

で
は
そ
の
蔵
苧
を
南
都
表
に
差
登
ら
せ
城
戸
町
日
野
屋
喜
右
衛
門
方
で
入
札
し
売
払
お
う
と
計
画
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
奈
良
奉
行

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
六
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
（
六
二
六
）

か
ら
青
苧
間
屋
・
中
買
に
差
支
有
無
が
尋
ね
ら
れ
た
。
青
苧
中
買
は
そ
れ
に
対
し
て
、
ｃ
Ｄ
そ
れ
は
新
規
の
儀
で
あ
る
、
「
御
蔵
苧
之

儀
者
上
杉
弾
正
大
弼
様
御
蔵
苧
二
相
限
リ
外
諾
家
様
方
！
之
御
蔵
苧
有
之
候
儀
者
承
リ
伝
へ
不
申
侯
」
も
し
織
田
蔵
苧
を
み
と
め
れ
．

ば
、
　
「
此
上
外
諸
家
様
方
二
も
御
同
様
之
御
振
合
出
来
可
申
義
二
付
」
こ
ま
る
。
四
こ
れ
ま
で
蔵
苧
に
商
苧
を
紛
し
商
内
う
も
の
が

あ
っ
た
。
城
州
そ
の
他
近
在
の
他
国
商
人
が
商
苧
を
蔵
苧
に
紛
ら
せ
入
込
ま
せ
て
く
る
が
、
織
田
蔵
苧
の
奈
良
入
札
が
は
じ
め
ら
れ

る
と
そ
う
し
た
こ
と
が
一
層
は
な
は
だ
し
く
な
る
と
い
う
の
が
織
田
蔵
苧
反
対
の
理
由
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
翌
文
化
十
二
年
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

月
十
五
目
の
答
申
書
で
は
、
　
「
是
悲
共
御
蔵
苧
御
当
地
二
御
登
セ
入
札
御
払
不
相
成
侯
而
ハ
御
差
支
二
相
成
侯
ハ
ハ
御
当
地
青
苧
間

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

屋
へ
御
荷
着
之
上
入
札
御
払
之
義
被
仰
下
度
奉
願
上
候
」
と
い
っ
て
い
る
。
織
田
蔵
苧
奈
良
入
札
に
対
す
る
こ
う
し
た
青
苧
間
屋
中

買
の
反
対
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
藩
専
売
に
た
い
す
る
反
対
で
あ
る
。
蔵
苧
が
「
素
人
直
買
不
差
支
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
、
蔵
苧
の
増
大
は
青
苧
間
屋
・
中
買
の
荷
受
間
屋
資
本
と
し
て
の
特
権
を
縮
少
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
反
対

が
功
を
奏
し
た
の
か
、
史
料
の
う
え
で
は
織
田
蔵
苧
の
奈
良
入
札
は
そ
の
後
も
み
ら
れ
て
お
ら
な
い
。
同
じ
こ
ろ
即
ち
翌
文
化
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

年
（
一
八
ニ
ハ
）
上
杉
蔵
苧
の
取
引
方
法
の
改
革
案
が
藩
側
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
蔵
青
苧
荷
物
を
蔵
元
方
へ
送
っ
て

お
き
、
入
札
よ
り
入
札
ま
で
の
間
（
入
札
は
年
四
回
）
月
六
ヶ
度
宛
一
駄
片
馬
に
て
も
望
む
も
の
に
蔵
元
よ
り
貸
渡
す
、
支
払
は
六

十
目
勘
定
で
仕
切
を
し
入
札
値
段
で
皆
済
す
る
、
そ
う
す
れ
ば
「
布
職
方
の
も
の
手
元
相
応
」
に
買
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
方

法
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
案
に
対
し
て
青
苧
中
買
は
「
上
杉
様
御
蔵
苧
之
儀
者
先
年
／
御
蔵
元
お
ゐ
て
入
札
御
払
二
相
成
侯
ハ
ハ
入

札
前
二
御
番
所
様
江
御
届
在
之
侯
度
毎
私
共
御
蔵
元
江
罷
越
御
蔵
苧
入
札
落
札
二
相
成
侯
上
ハ
私
共
！
諸
方
江
売
捌
キ
侯
儀
先
規
よ

り
仕
格
ニ
テ
連
綿
相
続
仕
罷
有
侯
」
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
の
に
、
右
の
よ
う
で
は
「
青
苧
澗
屋
同
様
之
御
仕
法
」
に
な
る
と

し
て
箱
対
仮
対
の
徳
度
を
と
っ
て
か
る
。



　
右
の
文
化
度
の
史
料
が
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
、
青
苧
間
屋
中
買
は
、
蔵
苧
取
引
法
の
改
訂
あ
る
い
は
織
田
蔵
苧
の
新
設
に
反
対

し
た
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
幕
末
に
な
る
と
各
藩
で
は
領
主
権
力
に
よ
る
国
産
専
売
仕
法
を
と
る
が
、
右
に
し
め
し
た
ご
と
く

上
杉
藩
で
は
す
で
に
古
く
か
ら
そ
れ
を
お
こ
な
い
、
そ
の
貢
租
専
売
品
が
殆
ん
ど
奈
良
に
お
く
ら
れ
て
い
た
上
杉
蔵
苧
の
販
売
に
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

利
な
方
法
を
と
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
天
童
織
田
藩
は
の
ち
の
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
紅
花
専
売
仕
法
を
実
施
す
る
が
、

す
で
に
そ
れ
よ
り
も
早
く
青
苧
専
売
を
お
こ
な
い
そ
の
藩
営
商
業
を
開
始
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
失
敗
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
も
ち
ろ
ん
両
藩
と
も
奈
良
に
お
い
て
蔵
元
商
人
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
結

局
青
苧
中
買
の
青
苧
支
配
権
を
お
び
や
か
す
も
の
と
し
て
成
就
せ
ず
、
奈
良
奉
行
ま
た
青
苧
中
買
の
特
権
を
擁
護
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
さ
い
生
布
中
買
の
立
易
は
む
し
ろ
両
藩
の
方
針
に
同
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
十

九
世
紀
に
は
い
る
と
奈
良
晒
布
の
生
産
は
い
よ
い
よ
減
退
す
る
が
、
奈
良
晒
布
不
捌
を
克
服
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
生
布
中
買
な
ど
原

料
苧
絶
の
低
廉
か
つ
自
由
購
入
を
主
張
し
た
が
、
青
苧
中
買
は
新
規
坂
扱
こ
そ
か
え
っ
て
商
法
を
乱
し
そ
れ
が
衷
退
の
主
要
な
原
因

だ
と
し
て
右
の
よ
う
に
反
対
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
蔵
苧
の
件
に
関
し
て
は
特
権
商
人
と
し
て
の
青
苧
中
買
側
が
勝
利
し
た
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
な
お
、
さ
ら
に
降
っ
て
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
上
杉
藩
は
蔵
苧
を
伏
見
で
入
札
す
る
よ
う
に
計
画
し
た
が
青
苧
中
買
は
旧
来
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

お
り
の
入
札
方
法
を
と
る
よ
う
に
申
入
れ
て
い
る
。
商
人
苧
に
つ
い
て
は
、
間
屋
・
中
買
は
幕
末
に
い
た
る
ま
で
荷
受
独
占
を
強
く

維
持
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

）口（

他
国
絶
を
め
ぐ
る
間
題

近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）

六
五
　
（
六
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
六
二
八
）

　
蔵
苧
一
商
人
苧
と
し
て
青
苧
が
奈
良
に
入
荷
し
て
い
た
が
、
絶
綬
の
か
た
ち
で
も
入
っ
て
き
て
い
た
。
貞
享
四
年
（
ニ
ハ
八
七
）

発
行
の
「
奈
良
曝
」
に
「
か
が
か
せ
間
屋
」
二
軒
、
　
「
河
内
か
せ
間
屋
」
一
軒
を
ふ
く
め
て
十
四
軒
の
「
ぬ
き
が
せ
問
屋
」
の
名
が

あ
げ
ら
れ
て
い
電
こ
の
ぬ
き
が
高
屋
と
い
う
の
は
青
芦
一
中
買
の
こ
と
と
考
え
臭
る
が
、
え
か
ら
加
賀
鶏
、
河
内
絶
襲

ど
の
他
国
絶
が
早
く
か
ら
入
荷
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
　
「
布
方
一
巻
覚
帳
」
に
は
「
当
国
江
紬
綬
入
込
侯
覚
」
と
し
て
「
大

和
紺
（
績
）
、
山
城
絶
績
、
河
内
紬
績
、
伊
賀
紺
綬
、
加
賀
絶
績
、
播
州
姫
路
絶
、
右
国
六
！
当
地
江
青
苧
中
買
紺
崖
布
誹
屋
へ
買
取

侯
、
尤
青
苧
中
買
江
青
苧
代
二
絶
績
請
取
申
侯
而
当
地
井
山
城
木
津
布
談
屋
江
売
捌
侯
由
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
国
六
は

絶
産
地
と
し
て
青
苧
中
買
か
ら
も
青
苧
を
売
り
、
そ
の
代
金
替
り
に
絶
績
を
受
け
と
っ
て
い
た
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
間

題
に
な
る
の
は
、
そ
う
し
た
他
国
紺
が
大
和
絶
に
く
ら
べ
て
増
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
く
る
状
況
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
大
和

緒
は
、
青
苧
間
屋
・
中
買
を
通
し
て
入
荷
さ
れ
た
青
苧
が
奈
良
町
中
な
い
し
大
和
国
内
村
六
で
紡
績
さ
れ
て
つ
く
ら
れ
る
絶
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

そ
う
し
た
大
和
絶
の
生
産
に
関
連
し
て
元
文
二
年
に
は
漬
苧
屋
二
〇
軒
が
あ
り
、
さ
き
に
い
っ
た
絶
屋
中
買
な
ど
も
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
・
と
こ
ろ
で
こ
の
大
和
紬
に
つ
い
て
は
原
料
苧
は
右
の
よ
う
に
青
苧
中
買
が
掌
握
し
て
い
る
の
で
、
す
で
に
一
日
子
保
十
年
（
一
七

二
五
）
に
「
新
規
二
紬
間
屋
之
儀
御
願
申
上
侯
衆
中
」
が
あ
っ
た
が
、
青
苧
中
買
は
、
中
買
商
売
の
指
構
に
な
る
と
し
て
こ
れ
に
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

対
し
、
「
大
和
絶
間
屋
」
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
近
国
－
伊
賀
－
山
城
ー
の
他
国
絶
に
つ
い
て
も
、
「
当
国
同
上
に
而
青
苧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

与
仕
合
う
り
買
致
侯
物
故
別
段
紬
間
屋
と
申
向
無
御
座
」
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
後
他
国
泊
の
奈
良
入
荷
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
青
苧
中
買
は
そ
の
独
占
を
は
か
ろ
う
と
し
て
、
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
に
「
他
国
紺
間
屋
」
の
設
立
を
願
い
出
て
い
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
「
御
当
地
紺
績
之
儀

ハ
是
〆
南
大
和
国
中
ニ
テ
太
方
出
来
侯
処
其
節
ニ
ハ
次
絶
之
分
ハ
加
州
金
沢
地
廻
リ
井
浜
方
ニ
テ
出
来
来
リ
績
ハ
伊
州
播
州
／
出
来



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
注
青
苧
中
更
）

来
リ
右
絶
績
捌
口
之
義
ハ
加
賀
結
ハ
私
共
へ
買
受
、
当
国
結
ハ
談
屋
方
へ
直
二
帝
二
参
リ
も
有
之
侯
得
共
大
か
た
は
青
苧
中
買
へ
買

取
青
苧
ハ
此
方
／
売
渡
ソ
」
て
い
た
。
　
「
往
古
ハ
大
和
絶
沢
山
出
来
、
一
二
歩
通
斗
絶
績
他
国
！
入
込
」
ん
で
い
た
が
「
近
年
当
国

中
も
木
綿
糸
つ
む
き
増
長
致
」
「
大
和
紺
出
来
無
数
二
相
成
近
年
二
而
ハ
至
而
減
少
仕
大
和
紬
ハ
一
・
二
分
斗
二
而
他
国
結
ハ
八
・

九
分
」
に
な
り
「
伊
州
加
州
越
州
其
外
他
国
絶
績
多
買
入
侯
」
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
他
所
絶
入
込
不
申
侯
得
ハ
当
所
生
布

出
来
も
無
数
二
相
成
」
る
か
ら
、
他
国
絶
績
間
屋
株
を
つ
く
っ
て
、
「
他
国
！
入
込
侯
結
績
ハ
絶
間
屋
！
外
直
買
急
度
御
法
度
二
相

成
侯
ハ
ハ
絶
仕
入
国
元
談
屋
中
共
末
六
二
至
」
り
さ
し
つ
か
え
な
く
土
地
繁
栄
す
る
か
ら
、
こ
れ
ま
で
絶
績
を
取
扱
っ
て
き
た
自
分

た
ち
青
苧
中
買
に
紬
績
間
屋
株
を
認
可
さ
れ
た
い
。
と
く
に
他
国
絶
の
増
加
に
伴
い
中
買
”
謎
屋
衆
中
も
直
買
し
た
り
、
ま
た
他
国

絶
屋
な
ど
も
入
込
直
売
す
る
か
ら
、
い
よ
い
よ
仕
切
口
が
不
同
か
っ
六
ヶ
敷
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
こ
れ
ま
で
の
春
日
講
中
の

も
の
が
冥
加
金
を
出
し
て
他
国
紺
間
屋
株
と
し
た
い
と
い
う
の
が
そ
の
願
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
申
請
は
認
め
ら
れ
て
、
寛
政
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

（
一
七
九
九
）
に
青
苧
中
買
は
「
青
苧
中
買
絶
屋
」
と
名
称
を
改
め
、
年
頭
八
朔
の
冥
加
金
も
旧
来
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
青
苧
中
買
は
他
国
絶
に
つ
い
て
も
、
独
占
的
集
荷
、
売
買
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
国
絶
の
増
加
は
い
う
ま
で

も
な
く
大
和
以
外
と
く
に
近
国
に
紬
商
人
の
成
長
を
う
な
が
し
、
彼
ら
が
奈
良
を
経
由
せ
ず
し
て
青
苧
を
直
接
に
ー
仕
入
れ
る
こ
と
と

平
行
す
る
。
そ
れ
で
青
苧
中
買
は
青
苧
の
販
売
に
つ
い
て
も
他
国
絶
商
人
を
排
除
し
、
自
已
の
独
占
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
文

化
九
年
（
一
八
二
一
）
六
月
、
伊
賀
で
紬
商
人
宮
川
忠
次
郎
、
平
野
屋
茂
丘
ハ
衛
の
両
人
に
よ
っ
て
羽
州
よ
り
直
接
青
苧
を
買
取
り
「
青

苧
絶
間
屋
」
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
立
て
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
青
苧
中
買
は
「
往
古
！
青
苧
者
南
都
表
青
苧
中
買
中
！
伊

　
　
　
　
　
　
（
注
伊
賀
）

賀
表
絶
屋
へ
買
取
当
所
二
出
来
立
侯
絶
者
南
都
表
青
苧
中
買
中
江
売
捌
双
方
互
二
売
買
渡
世
仕
来
リ
候
」
と
い
う
の
が
先
規
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

の
で
、
右
躰
の
こ
と
は
往
古
よ
り
の
仕
来
り
を
崩
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
そ
の
計
画
を
つ
ぶ
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
文
化
十
五

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
郡
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
六
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
策
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
六
三
〇
）

年
（
一
八
一
八
）
正
月
青
苧
中
買
絶
屋
八
名
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
伸
問
規
約
を
つ
く
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
近
年
諸
国
！
伊
賀
表
江

多
分
青
苧
売
込
侯
様
」
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
当
地
不
繁
昌
に
な
る
の
で
、
以
来
は
先
規
と
お
り
、
現
絶
を
仕
切
る
こ
と
は
絶
対
し

な
い
、
伊
賀
表
よ
り
絶
八
千
絶
買
入
れ
れ
ば
必
ず
青
苧
一
駄
を
売
り
つ
け
る
（
但
し
四
千
絶
で
は
青
苧
一
固
、
二
千
絶
で
は
半
固
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

も
し
違
背
し
て
現
絶
の
み
買
入
れ
る
と
稜
立
銀
三
〇
〇
匁
を
中
問
一
統
に
没
収
す
る
。
そ
し
て
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
十
二
月
青

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

苧
中
買
絶
屋
は
伊
賀
絶
屋
中
（
上
野
町
一
九
、
在
九
合
計
二
八
軒
）
と
「
先
規
〆
御
契
約
之
儀
有
之
侯
処
近
頃
獲
二
相
成
侯
故
此
度

、
　
　
、

相
改
御
熟
談
仕
侯
」
結
果
つ
ぎ
の
協
約
を
結
ん
で
い
る
。
Ｏ
絶
は
全
部
奈
良
青
苧
中
買
中
問
に
売
る
。
＠
絢
代
銀
支
払
方
法
は
青
苧

代
差
引
き
残
り
を
銀
子
正
味
取
引
と
す
る
。
ゆ
青
苧
は
全
部
奈
良
青
苧
中
買
よ
り
買
う
。
他
の
国
の
青
苧
値
段
と
は
格
別
下
値
に
し

　
　
　
（
１
３
）

て
ほ
し
い
。

　
こ
の
よ
う
に
青
苧
中
買
は
伊
賀
絶
に
対
す
る
支
配
力
を
維
持
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
っ
た
が
、
な
お
奈
良
よ
り
す
る
青
苧
売
込
み

ま
た
伊
賀
絶
の
入
荷
減
少
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
十
月
に
は
、
青
苧
間
屋
自
身
伊
賀
に

青
苧
を
売
込
み
、
伊
賀
紺
を
取
扱
い
た
い
と
計
画
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
青
苧
間
屋
・
・
中
買
の
問
で
、
間
屋
よ
り
伊
賀
表
へ
試
験

的
に
文
政
四
年
十
月
よ
り
三
ヶ
年
問
、
直
接
に
青
苧
の
商
内
に
ゆ
く
、
し
か
し
間
屋
は
絶
は
取
扱
わ
な
い
し
、
青
苧
代
金
の
か
わ
り

に
紬
を
受
取
る
よ
う
な
こ
と
も
し
な
い
、
青
苧
中
買
は
こ
れ
ま
で
通
り
青
苧
・
絶
の
両
方
を
取
扱
う
と
い
う
内
容
の
協
定
を
結
ん
で

　
　
（
１
３
）

い
る
。

　
他
国
絶
に
対
す
る
青
苧
中
買
の
対
策
は
単
に
右
の
伊
賀
絶
の
み
で
は
な
い
。
山
城
木
津
の
絶
屋
商
人
に
対
し
て
も
同
様
の
態
度
を

示
し
て
い
る
。
さ
き
に
い
っ
た
寛
政
十
二
年
の
青
苧
中
買
紺
屋
株
の
設
立
は
直
接
に
は
木
津
絶
屋
の
南
都
生
布
中
買
へ
の
直
売
を
排
，

隙
す
る
た
め
で
あ
っ
大
。
彪
中
相
に
つ
い
て
ね
、
さ
竜
に
ふ
れ
た
よ
う
侭
そ
の
取
引
は
早
く
伽
ら
妾
こ
な
カ
れ
て
い
光
も
１
の
と
考
久



年２保

■
天
－年元保天

＼
絶
０
　
０

２
５
８
９

－
１
・
／

１
５
ｕ

０４１，９６２

紬
０

０３９６２

０６９，８１１

Ｏ０８，１

０６０，０９３

紬賀伊

紺中越

絶賀加

計

分月
１
０

～
１は年２保天）注（

ら
れ
る
が
、
文
政
穴
年
（
一
八
二
三
）
に
「
越
中
今
石
動
結
艮
仲
ヶ
問
」
瓜
成
立
し
て
南
都
青
苧
中
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

絶
屋
と
越
中
よ
り
の
送
荷
お
よ
び
代
金
支
払
方
法
に
つ
い
て
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
加
賀
絶
に
つ
い
て

は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
二
月
、
大
阪
の
鐙
屋
善
丘
ハ
衛
（
手
代
は
同
店
の
八
幡
出
店
北
村
和
助
）

が
加
州
産
物
一
手
引
受
け
を
お
こ
な
う
に
際
し
て
加
賀
の
南
都
向
絶
は
一
切
青
苧
中
買
が
買
占
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

と
を
、
善
丘
ハ
衛
と
青
苧
中
買
で
取
極
め
て
い
る
。

　
天
保
元
年
お
よ
び
二
年
の
青
苧
中
買
紬
屋
の
他
国
絶
取
扱
高
は
上
表
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。
他
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

紺
の
う
ち
伊
賀
絶
が
天
保
元
年
で
は
全
体
の
七
〇
％
近
く
に
な
っ
て
い
る
が
、
寛
政
十
二
年
の
伊
州
表
へ
の
青
苧
販
売
高
二
五
〇
駄

（
八
○
○
○
絶
阯
一
駄
と
す
れ
ば
二
〇
〇
万
紬
）
に
比
較
す
る
と
約
二
二
％
位
に
減
少
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
衰
退
状
態
の
な
か
で
、

青
苧
中
買
絶
屋
と
し
て
は
執
勘
に
他
国
紬
の
独
占
支
配
を
い
ろ
い
ろ
の
形
で
は
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
い
　
他
国
布
へ
の
圧
迫

　
他
国
紬
の
発
展
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
元
に
お
け
る
麻
布
生
産
の
成
長
発
展
を
う
な
が
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
は
奈
良
晒
布

の
捌
方
に
悪
影
響
を
あ
た
え
、
ま
た
他
方
青
苧
・
絶
の
奈
良
入
荷
の
減
少
を
来
す
よ
う
に
な
る
。
近
世
後
期
に
．
お
い
て
奈
良
晒
布
の

当
面
の
間
題
は
、
布
捌
方
を
い
か
に
拡
大
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
－
、
青
苧
元
草
の
払
底
し
た
が
っ
て
元
草
高
値
を
い
か
に
防

止
す
る
か
に
あ
っ
た
。
後
者
の
た
め
に
青
苧
中
買
絶
屋
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
先
規
”
旧
来
の
株
仲
間
の
特
権
に
よ
り
か
か
り
な
が

ら
旧
来
の
流
通
径
路
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
料
苧
絶
の
確
保
に
あ
た
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
蔵
苧
の
拡
大
反
対
も
そ
う

し
た
見
地
に
立
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
青
苧
中
買
だ
け
の
間
題
で
は
な
い
が
、
生
布
中
買
・
晒
間
屋

　
　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
六
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
六
三
二
）

を
ふ
く
め
た
奈
良
「
布
方
」
と
し
て
奈
良
以
外
の
晒
布
生
産
に
対
す
る
圧
迫
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
こ
こ
に
の
べ

て
お
く
。

　
南
山
城
地
方
に
布
織
が
は
じ
ま
っ
た
の
は
、
相
当
早
い
時
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
正
保
・
慶
安
の
頃
に
木
津
に
晒

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

屋
が
出
現
し
て
い
る
し
、
貞
享
三
年
（
ニ
ハ
八
六
）
に
同
じ
く
木
津
に
十
八
人
の
生
平
間
屋
株
、
十
四
人
の
晒
屋
株
が
定
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

「
奈
良
布
を
木
津
へ
買
不
申
、
木
津
〆
奈
良
へ
堅
ク
売
問
敷
旨
被
仰
付
」
晒
改
印
朱
印
墨
印
を
京
町
奉
行
よ
り
も
ら
つ
て
い
る
。
木

津
郷
生
平
間
屋
は
、
大
路
村
五
、
千
童
寺
村
二
、
枝
村
一
、
上
狛
村
三
、
祝
園
村
三
（
他
に
休
株
四
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

と
分
布
し
、
晒
屋
十
四
人
は
木
津
郷
九
、
京
都
二
、
か
も
川
一
と
京
都
の
晒
屋
も
入
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
在
郷
の
間
屋
商
人
で

あ
る
。
こ
う
し
た
木
津
晒
布
商
人
の
成
長
は
奈
良
晒
布
に
早
く
か
ら
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
「
然
処
去
年
以
前
よ
り
山
城
木
津
二
布

間
屋
、
晒
屋
出
来
仕
当
所
之
市
場
ヲ
引
敢
布
商
売
仕
山
城
江
買
取
申
昧
故
当
所
之
商
売
ハ
目
目
に
お
と
ろ
へ
町
中
迷
惑
仕
脈
」
と
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

享
三
年
（
ニ
ハ
八
六
）
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
七
月
の
木
津
生
平
間
屋
・
晒
屋
の
訴
状

　
　
　
（
２
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

に
よ
る
と
、
　
「
南
都
生
平
間
屋
・
中
買
共
１
木
津
郷
生
平
間
屋
共
可
取
潰
工
を
以
て
」
南
山
城
の
村
友
布
織
屋
へ
布
を
買
い
に
廻
る

の
で
、
木
津
の
生
布
間
屋
に
布
が
集
ら
ず
商
売
の
手
支
に
な
る
か
ら
御
公
儀
様
よ
り
「
南
都
へ
布
売
之
儀
相
止
メ
呉
侯
様
」
「
南
都

表
者
勿
論
何
方
へ
も
布
抜
売
直
売
不
仕
」
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
出
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
城
州
木
津
・
加
茂
・
瓶
原
三

郷
」
の
織
屋
三
十
五
人
は
旧
来
か
ら
南
都
其
外
国
次
へ
売
っ
て
い
る
の
だ
が
、
木
津
間
屋
は
か
っ
て
の
十
八
軒
の
う
ち
現
在
は
六
～

七
軒
に
へ
っ
て
お
り
、
そ
の
木
津
間
屋
だ
け
に
し
か
売
れ
な
い
と
な
る
と
販
路
手
狭
に
な
り
こ
ま
る
と
い
っ
て
、
木
津
間
屋
に
も
南

都
生
布
中
買
に
も
自
由
に
販
売
し
う
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
年
の
間
屋
・
織
屋
－
両
者
の
争
い
は
双
方
よ
り
願
下
げ
て
お
そ
ら
く

玩
状
緯
持
で
和
済
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
六
年
後
の
寛
延
四
年
（
宝
暦
元
年
・
一
七
五
一
）
四
月
木
津
生
平
問
屋
よ
り
南
都
奉
行
へ
、



最
近
南
都
仲
買
が
多
数
山
城
に
入
込
む
の
で
、
そ
れ
を
禁
止
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
出
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
訴
出
と
前
後
し
て
同
年

三
月
ご
ろ
よ
り
木
津
間
屋
は
生
布
の
不
買
同
盟
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
で
奉
行
所
は
こ
の
訴
状
の
吟
味
中
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

二
月
よ
り
「
南
都
数
合
山
城
江
生
布
買
二
立
入
」
る
の
を
十
八
人
に
制
限
し
、
そ
の
他
の
立
入
り
を
一
応
差
留
め
た
。
こ
れ
に
対
し

て
宝
暦
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
織
屋
ら
は
京
都
役
所
ま
た
南
都
奉
行
宛
、
南
都
数
合
（
生
布
中
買
）
が
白
由
に
山
城
に
立
入
る
よ

う
し
て
も
ら
い
た
い
と
慶
六
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
結
末
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
史
料
の
う
え
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
は

結
局
は
南
山
城
の
織
屋
を
め
ぐ
っ
て
の
木
津
間
屋
商
人
と
奈
良
布
方
と
く
に
生
布
中
買
と
の
対
立
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
白
由
な

市
場
を
求
め
る
織
屋
Ｈ
生
産
者
の
立
場
は
木
津
問
屋
の
自
己
に
対
す
る
独
占
支
配
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
排

除
の
成
功
は
か
え
っ
て
奈
良
生
布
中
買
の
支
配
下
に
入
ら
ざ
る
を
え
な
く
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
城
の
織
屋
と
、
本
来
は
そ
れ

を
背
景
に
し
て
成
長
し
た
在
郷
間
屋
商
人
が
結
合
し
て
都
市
商
人
と
し
て
の
奈
良
布
方
の
支
配
を
打
破
す
る
方
向
が
出
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
木
津
晒
布
の
発
展
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
奈
良
布
方
よ
り
木
津
晒
布
の
印
判
が
奈
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）
　
　
　
ぐ
ん

に
類
似
の
も
の
を
つ
か
っ
て
い
る
か
ら
と
り
や
め
る
よ
う
奈
良
奉
行
に
願
出
し
て
い
る
。
　
「
南
郡
」
（
山
城
の
南
の
郡
と
い
う
意
か
）

と
い
う
こ
の
類
判
は
同
年
五
月
京
都
町
奉
行
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
晒
布
の
市
場
は
ほ
と
ん
ど
三
都
に
か
ぎ
ら
れ
、
奈
良

晒
布
の
声
価
が
伝
統
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
と
ら
れ
た
策
で
あ
ろ
う
が
、
木
津
晒
の
非
自
主
性
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と

の
た
め
か
え
っ
て
奈
良
布
方
の
圧
迫
を
う
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
実
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
京
都
で
、
高

倉
二
条
上
ル
伊
勢
屋
喜
助
な
る
も
の
が
「
晒
商
人
改
会
所
」
　
（
晒
（
荷
受
）
間
屋
）
の
設
立
を
は
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
奈
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

布
方
は
反
対
し
、
一
旦
許
可
さ
れ
た
の
を
つ
ぶ
し
て
い
る
。

　
伊
賀
晒
に
つ
い
て
も
同
様
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
藤
堂
藩
を
つ
う
じ
て
伊
賀
晒
判
を
と
り
あ
げ
、
さ

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
六
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
六
三
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

ら
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
七
年
に
も
重
ね
て
類
判
だ
と
し
て
印
形
を
改
め
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

山
城
・
伊
賀
等
在
郷
に
成
長
し
て
き
た
晒
布
の
発
展
を
奈
良
布
方
は
領
主
権
力
皿
奈
良
奉
行
に
守
ら
れ
た
特
権
商
人
と
し
て
抑
え
つ

け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
他
国
布
圧
迫
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
奈
良
布
方
は
晒
間
屋
も
生
布
数
合
も
青
苧
間
屋

中
買
も
一
致
し
た
歩
調
を
と
っ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
他
国
布
が
そ
う
し
た
発
展
を
は
ば
ま
れ
た
の
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ

た
晒
布
の
製
品
市
場
の
構
造
と
ま
た
そ
の
生
産
形
態
と
が
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
同
時
に
奈
良
晒
布
自
体
の
間
題
で
も

あ
る
が
、
－
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
の
べ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

旧
田
村
民
所
蔵
文
書
。

右
同
。
以
下
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
す
べ
の
旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
に
よ
る
。

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

伊
豆
田
忠
悦
「
紅
間
屋
再
興
と
羽
州
織
田
藩
の
紅
花
専
売
仕
法
」
、
地
方
史
研
究
、

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

「
奈
良
曝
」
大
和
国
史
会
発
行
。

「
布
方
一
巻
覚
帳
」
。

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

右右右右右

同
。

同
。

同
。

同
。

同
。

八
の
二
。



（
１
４
）
右
　
　
風
◎

（
１
５
）
右
　
　
　
同
。

（
１
６
）
右
　
　
同
。

（
１
７
）
　
前
田
家
由
緒
書
。

（
１
８
）
　
前
出
石
井
家
文
書
。
　
な
お
「
和
漢
三
才
図
会
」
　
（
正
徳
三
年
刊
）

　
（
享
保
十
七
年
）
に
「
木
州
曝
布
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
９
）

（
２
０
）

（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

肩
井
家
文
書
。

奈
良
玉
井
家
文
書
「
貞
享
三
年
口
上
覚
」
。

石
井
家
文
書
。

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

右
　
　
　
同
。

右
　
　
　
同
。

に

「
山
城
木
州
晒
」
、
　
〕
局
宮
布
」

が
の
っ
て
お
り
、
　
「
万
金
産
業
袋
」

六
　
青
苧
中
買
と
生
布
中
買
と
の
対
抗

　
↑
じ
　
生
布
中
買
の
青
苧
直
買
間
題

　
奈
良
晒
布
内
部
の
矛
盾
の
一
つ
は
青
苧
中
買
と
生
布
中
買
と
の
問
の
原
料
苧
絶
直
買
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
き
に
も

の
べ
た
よ
う
に
、
生
布
数
合
（
中
買
）
に
は
当
地
Ｈ
市
中
中
買
と
在
方
中
買
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
流
は
当
地
中
買
で
あ
り
、
彼

ら
は
在
郷
の
織
屋
よ
り
生
布
を
買
集
め
て
、
こ
れ
を
晒
布
間
屋
に
販
売
す
る
と
い
う
経
営
形
態
を
と
る
中
買
商
人
で
あ
る
。
彼
ら
は

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
六
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
六
三
六
）

「
機
織
せ
ざ
る
織
元
」
で
あ
っ
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
在
村
の
織
屋
を
販
売
市
場
か
ら
遮
断
す
る
と
同
時
に
、
原
料
市
場
よ
り
も
た

ち
き
っ
て
、
そ
れ
を
間
屋
制
的
家
内
手
工
業
と
し
て
支
配
し
よ
う
と
し
た
。
近
世
後
期
に
は
そ
の
よ
う
な
性
格
を
つ
よ
め
て
い
っ
た
。

そ
の
た
め
生
布
中
買
は
原
料
苧
紬
の
直
接
購
入
皿
直
買
を
は
か
る
こ
と
に
お
い
て
、
た
え
ず
青
苧
中
買
と
対
立
し
た
の
で
あ
る
。
奈

良
晒
布
の
原
料
苧
絶
が
遠
隔
地
の
特
産
農
産
品
で
あ
り
、
原
料
生
産
地
と
機
織
地
帯
と
が
冒
頭
に
の
べ
た
よ
う
に
全
く
分
離
し
て
い

る
こ
と
か
ら
荷
受
資
本
と
し
て
の
青
苧
中
買
の
原
料
支
配
が
比
較
的
容
易
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
生
布
中
買
の
そ
れ
を
排
除
し
よ
う

と
す
る
対
立
が
激
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
青
苧
直
買
売
の
間
題
で
、
史
料
の
う
え
に
ま
ず
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、
間
屋
と
中
買
と
の
問
で
あ
る
。
．
い
う
ま
で
も
な
く
間

屋
・
中
買
制
に
あ
っ
て
は
、
間
屋
が
中
買
を
さ
し
ぬ
い
て
直
売
す
る
こ
と
は
違
法
と
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
・
享
保
ご
ろ
の
史
料
で
は

青
苧
中
買
よ
り
間
屋
へ
、
中
買
の
外
一
切
売
ら
な
い
よ
う
し
ば
し
ば
申
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
四
月
の
青

苧
中
買
の
規
約
で
は
、
間
屋
へ
直
売
禁
止
の
申
入
れ
を
お
こ
な
う
と
同
時
に
、
間
屋
に
頼
ま
れ
て
中
買
の
宅
前
を
借
し
て
は
な
ら
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

違
反
す
れ
ば
春
目
講
よ
り
除
名
す
る
と
き
め
て
お
り
、
あ
る
い
は
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
三
月
に
は
近
年
直
売
ら
し
き
問
屋
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

が
あ
り
、
四
軒
の
間
屋
へ
名
前
を
借
す
こ
と
を
重
ね
て
禁
止
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
間
屋
の
直
売
禁
止
が
し
ば
し
ば
申
入
れ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
実
が
相
当
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
間
崖
の
直
売
先
は
生
布
中
買
な
ど
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
元
禄
・
享
保
ご
ろ
は
最
初
に
の
べ
た
ご
と
く
奈
良
晒
布
の
生
産
・
販
売
は
さ
か
ん
で
あ
り
、
他
国
絶
、
他
因
布
な
ど
い
ま
だ
多
．

量
で
な
く
、
絶
な
ら
び
に
麻
布
生
産
を
奈
良
が
独
占
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
直
買
売
の
間
題
も
、
奈
良
に
蒼
荷
し
た

青
苧
を
め
ぐ
っ
て
間
屋
中
買
間
に
そ
う
し
た
間
題
が
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
間
屋
の
直
売
の
間
題
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
全
般
的

に
は
全
原
料
苧
を
青
苧
澗
屋
．
中
買
の
支
配
下
に
お
き
え
尤
わ
け
で
あ
る
。

“



　
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
後
半
の
宝
暦
、
明
和
以
降
に
な
っ
て
く
る
と
、
先
述
の
ご
と
く
絶
に
お
い
て
も
大
和
絶
に
か
わ
っ
て
他
国
給

が
増
大
し
て
き
、
山
城
、
伊
賀
、
近
江
そ
の
他
諸
国
に
晒
布
生
産
が
発
展
し
て
く
る
。
そ
う
い
う
な
か
で
、
策
一
に
原
料
苧
絶
を
い

か
に
低
廉
か
つ
多
量
に
奈
良
に
確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
第
二
に
他
国
絶
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
間
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
生
布
数
合
に
と
っ
て
は
、
原
料
苧
紺
を
安
価
か
つ
自
由
に
購
入
し
よ
う
と
す
る
運
動
に
刈
り
た
て
ら
れ
る
。
生
布
中
買
は
織
元
と

し
て
、
奈
良
晒
布
の
衰
退
的
方
向
を
打
破
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
原
料
苧
絶
が
青
苧
中
買
に
握
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、
そ
う

い
う
時
点
の
な
か
で
す
る
ど
く
青
苧
商
人
と
対
立
し
て
く
る
。
つ
ま
り
晒
布
、
青
苧
市
場
の
構
造
の
変
化
が
奈
良
の
都
市
商
人
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

で
対
立
を
激
化
さ
せ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
二
月
、
生
布
中
買
の
奈
良
奉
行
へ
の
出
訴
状
に
、
最
近
生
布

生
産
高
は
二
〇
万
疋
と
な
り
盛
時
に
く
ら
べ
て
半
減
し
て
い
る
。
こ
ル
は
「
青
苧
元
方
高
直
二
相
成
侯
故
」
で
あ
る
。
五
、
六
年
ま

え
ま
で
は
青
苧
一
駄
に
つ
き
銀
三
五
〇
匁
位
で
あ
っ
た
が
、
二
、
三
年
ま
え
よ
り
九
五
〇
匁
位
に
も
な
り
、
当
春
は
新
荷
着
後
と
い

え
ど
も
七
八
○
匁
以
下
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
青
苧
中
買
三
名
が
青
苧
を
買
占
め
た
た
め
で
あ
る
か
ら
、
吟
味
の
う
え
右
三
名
の
青

苧
商
売
を
差
し
と
め
ら
れ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
元
草
高
値
が
こ
う
し
た
買
占
に
も
と
ず
く
も
の
か
は
別
と
し
て
、
こ
れ
は

青
苧
中
買
に
対
す
る
生
布
数
合
の
攻
撃
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

　
つ
い
で
寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）
一
〇
月
生
布
数
合
惣
代
組
頭
二
〇
名
の
連
印
を
以
て
青
苧
買
元
自
由
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
奉
行
所
に
願
出
し
た
。
ま
ず
青
苧
取
引
に
つ
い
て
の
現
状
を
＠
「
国
元
青
苧
商
人
！
荷
物
不
残
間
屋
迄
為
差
出
着
次
第
」
青
苧
中

買
以
外
は
一
切
売
ら
な
い
か
ら
、
ま
た
一
固
以
下
は
売
ら
な
い
か
ら
手
狭
で
あ
る
。
　
近
年
京
都
に
青
苧
間
屋
六
七
軒
が
で
き
、
ま

た
か
つ
て
奈
良
か
ら
売
っ
て
い
た
余
国
に
も
青
苧
商
人
が
で
き
た
の
は
、
青
苧
間
屋
中
買
の
取
扱
が
悪
い
た
め
当
地
青
苧
値
段
が
一

駄
に
つ
き
二
〇
〇
匁
も
高
い
か
ら
で
あ
る
。
＠
当
所
生
布
中
買
は
余
国
で
下
値
に
絶
が
買
え
な
い
か
ら
是
非
な
く
当
地
青
苧
中
買
よ

　
　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
六
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
穴
　
（
六
三
八
）

り
高
値
な
る
も
の
を
買
わ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
ゆ
え
元
付
引
合
不
申
休
業
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
＠
青
苧
中
買
は
以
前
は
三
十
余

軒
も
あ
っ
た
の
に
、
近
年
は
わ
ず
か
に
十
軒
余
（
事
実
は
十
四
軒
）
で
あ
り
、
そ
の
た
め
万
事
行
届
い
た
申
合
を
し
て
い
る
か
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
敢
引
に
困
る
、
と
の
べ
て
、
青
苧
商
売
望
む
も
の
が
あ
れ
ば
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
布
方
数
合
札
所
持

し
て
い
る
も
の
は
青
苧
間
屋
で
中
買
の
手
を
経
ず
に
自
由
に
買
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、
間
屋
に
口
銭
を
出
す
か
ら
生
布

中
買
が
余
国
の
青
苧
を
自
由
に
買
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
た
。
こ
の
要
求
は
事
実
上
、
間
屋
中
買
制
度
を
否
認

す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
青
苧
中
買
は
同
年
十
一
月
つ
ぎ
の
よ
う
な
反
対
答
書
を
差
拙
し
て
い
る
。
¢
間
屋
が
中

買
以
外
に
売
ら
な
い
の
は
制
度
上
当
然
で
あ
る
、
　
京
都
の
青
苧
間
屋
と
い
う
の
は
主
に
上
州
苧
麻
を
扱
う
苧
商
人
で
あ
り
、
奈
良

晒
布
の
原
料
青
苧
の
間
屋
で
は
な
い
、
ま
た
他
国
に
奪
わ
れ
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
る
、
ゆ
余
国
へ
も
奈
良
か
ら
青
苧
を
多
数
売
っ

て
い
る
。
＠
一
駄
に
つ
き
二
〇
〇
匁
も
高
い
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
中
買
謎
屋
が
休
株
の
も
の
が
で
き
て
い
る
の
は
生
布
中
買

の
取
斗
い
方
が
悪
い
か
ら
で
あ
る
。
生
布
の
原
材
料
費
は
極
め
て
少
な
い
か
ら
（
二
〇
匁
前
後
の
布
で
五
匁
六
分
位
、
一
二
〇
匁
の

布
で
十
二
匁
余
）
青
苧
高
値
と
い
う
こ
と
は
理
由
に
な
ら
ぬ
。
　
少
数
の
間
屋
中
買
で
統
制
を
固
め
て
い
る
と
い
う
が
人
数
が
へ
っ

て
も
過
分
の
口
銭
を
と
る
こ
と
な
く
格
別
正
直
に
や
っ
て
い
る
。
＠
株
仲
間
へ
は
望
む
も
の
が
あ
れ
ば
何
時
で
も
加
入
さ
せ
て
い
る
。

¢
生
布
数
合
が
自
由
に
間
屋
か
ら
買
う
と
い
う
こ
と
は
間
屋
中
買
制
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
容
認
で
き
ぬ
。
ゆ
余
国
に
て
青
苧
を

買
う
と
い
う
こ
と
は
「
元
来
青
苧
之
儀
ハ
他
国
二
而
商
人
所
持
致
居
脈
て
も
何
連
御
当
地
持
込
仕
品
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
こ

と
は
か
え
っ
て
他
国
に
青
苧
商
人
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
新
規
混
雑
の
も
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
青
苧
中
買
は
生
布
数

合
の
要
求
に
反
対
し
た
。

　
こ
の
争
論
は
ど
う
い
う
結
末
が
つ
い
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
さ
き
に
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
（
寛
政
九
年
以
後
）
青
苧



中
買
は
青
苧
中
買
紺
屋
と
組
織
が
え
し
て
、
他
国
結
の
独
占
集
荷
販
売
権
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
生
布
数
合
の
青
苧
買

元
自
由
化
の
要
求
は
貫
徹
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
生
布
数
合
は
織
屋
と
直
接
し
、
直
接
生
産
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
都
市

ギ
ル
ド
を
否
定
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
、
青
苧
中
買
の
強
い
特
権
の
ま
え
に
、
後
の
史
料
か
ら
も
推
定
で

き
る
が
、
原
料
苧
購
入
の
自
由
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
○
生
布
中
買
の
生
布
販
売
自
由
の
要
求

　
生
布
中
買
は
右
の
原
料
買
元
自
由
の
要
求
と
同
時
に
１
他
方
生
布
の
販
売
に
１
つ
い
て
も
晒
間
屋
と
つ
ぎ
の
如
く
対
立
し
て
い
る
。
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

和
元
年
（
一
八
〇
一
）
二
年
の
間
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
生
布
数
合
は
「
晒
布
年
Ａ
不
捌
」
に
つ
き
「
数
合
共
他
所
行
手
広
二
商
ひ

致
侯
得
ハ
布
売
増
二
相
成
土
地
繁
栄
」
す
る
と
中
買
自
身
が
間
屋
を
さ
し
お
い
て
販
売
し
た
い
と
奉
行
所
に
願
出
し
た
。
奈
良
晒
布

の
販
売
商
人
に
は
晒
問
屋
の
ほ
か
「
他
所
行
商
人
」
な
る
直
接
持
行
販
売
の
小
商
人
が
あ
っ
た
が
、
生
布
数
合
は
こ
の
他
所
行
商
人

と
組
み
、
か
つ
自
ら
他
所
行
商
人
た
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
も
ち
ろ
ん
晒
間
屋
は
「
数
合
共
問
屋
得
意
先
迄
宵
ひ

致
候
而
ハ
」
困
る
と
反
対
し
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
三
月
に
、
Ｈ
間
屋
は
未
年
（
寛
政
十
一
年
）
以
来
の
得
意
先
名
簿
を
つ
く

り
そ
こ
へ
は
他
所
行
一
同
行
か
な
い
、
ｏ
注
文
請
間
屋
同
様
の
事
は
決
し
て
し
な
い
、
嘗
こ
の
た
び
の
間
屋
得
意
名
簿
の
外
新
得
意

が
ふ
え
れ
ば
、
そ
の
名
前
を
他
所
行
に
知
ら
せ
、
そ
の
分
は
他
所
行
の
得
意
名
簿
よ
り
け
ず
る
、
回
こ
の
両
三
年
問
注
文
の
こ
な
い

と
こ
ろ
へ
は
他
所
行
が
い
っ
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
両
者
の
問
に
和
済
を
み
た
。
こ
の
和
済
の
内
容
で
は
、
「
布
不
捌
ニ
テ
衰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

徴
之
時
節
二
有
之
侯
得
ハ
古
格
相
守
侯
而
ハ
不
相
成
数
合
ハ
間
屋
之
得
意
先
へ
も
商
ひ
」
と
い
う
生
布
中
買
の
要
求
は
「
是
迄
仕
格

之
通
」
を
主
張
す
る
晒
問
屋
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
晒
布
の
衰
退
的
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
生
布
数
合
が
生
産
お
よ
び

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
入
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
六
三
九
）
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経
済
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販
売
の
両
方
に
お
い
て
、
ギ
ル
ド
的
束
縛
を
や
ぶ
り
積
極
的
に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
い
　
株
伸
間
解
放
を
め
ぐ
る
直
買
間
題

生
布
数
合
の
要
求

青
苧
中
買
の
見
解

文
化
二
年
一
〇
月

中
買
よ
り
の
青
苧
が
二
～
三
〇
〇
匁
も
高
値
に
つ
ぎ
、
口
銭
を
出
し
間
屋
よ
り
直
買
し
た
し
。

青
苧
中
買
よ
り
誹
屋
へ
代
銀
延
縮
の
応
対
を
も
っ
て
、
い
さ
さ
か
の
口
銭
で
う
っ
て
い
る
。
新
規
之
儀
に
つ
き
反
対
。

文
化
五
年
一
二
月

反
対

文
政
八
年
二
一
月

青
苧
上
も
の
不
足
に
つ
ぎ
酉
在
方
誹
屋
よ
り
問
屋
中
買
に
口
銭
を
出
し
直
買
し
た
し
と
大
伸
間
に
申
出
。

青
苧
間
屋
を
通
し
て
買
え
、
直
買
反
対
。
他
国
に
青
苧
あ
れ
ば
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
間
屋
に
買
わ
せ
る
。

　
　
　
七
八

い
ず
れ
も
が
、

（
六
四
〇
）

以
上
の
ご
と
く
敗
北

　
さ
て
寛
政
以
降
生
布
中
買
が
青

苧
絶
購
入
に
つ
い
て
青
苧
中
買
と

対
立
し
て
い
る
状
況
は
、
史
料
で

知
ら
れ
る
か
ぎ
り
を
列
挙
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
（
６
）

上
の
よ
う
で
あ
る
。

　
幕
末
に
お
け
る
奈
良
晒
布
生
産

の
原
料
部
門
に
お
け
る
最
大
の
間

題
は
青
苧
元
草
払
底
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
生
布
数
合
は
右
に
あ
げ
た
よ
う
に
い
く
度
、
直
買
に
よ
っ
て
元
草
を
入
手
し
よ
う
と

計
っ
た
が
青
苧
中
買
絶
屋
の
反
対
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
都
市
ギ
ル
ド
商
人
と
し
て
青
苧
中
買
の

規
制
力
は
依
然
と
し
て
強
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
周
知
の
よ
う
に
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
間
屋
株
伸
問
解
放
令
が
出
さ
れ
た
。
奈
良
に
お
い
て
は
翌
天
保
十

三
年
（
一
八
四
二
）
三
月
十
四
目
に
発
令
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
目
惣
年
寄
、
町
代
よ
り
解
放
令
が
通
達
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
晒
布
関
係
業
者
は
「
権
現
様
之
御
由
緒
」
あ
る
当
地
第
一
の
商
売
で
あ
る
こ
と
を
申
立
て
た
が
、
も
ち
ろ
ん
と
り
あ
げ
ら
れ



ず
、
結
局
、
Ｈ
晒
間
崖
は
間
屋
と
唱
え
る
こ
と
相
成
ら
ず
、
け
大
仲
問
、
数
合
頭
ま
た
細
頭
の
名
称
の
廃
止
、
自
三
月
廿
一
日
に
数

合
札
引
上
、
回
新
し
く
「
布
方
世
話
人
」
を
つ
く
る
と
い
う
か
た
ち
で
株
仲
問
停
止
令
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
解
放
令
に
対
し
て
布

方
の
う
ち
に
も
「
誠
二
歎
ヶ
敷
事
二
御
座
侯
」
と
い
う
も
の
と
、
「
乍
併
跡
ハ
手
広
二
商
内
出
米
宜
事
ト
中
仁
モ
御
座
侯
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

二
つ
の
対
応
の
仕
方
が
あ
っ
た
。
株
仲
問
再
興
は
奈
良
で
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
株
伸
問
停
止
、
こ
と
に
そ
の
再
興
時
に
青
苧
中
買
と
生
布
中
買
と
の
問
に
青
苧
絶
直
買
を
め
ぐ
っ
て
は
げ
し
い
対
立
が
生
じ

　
　
　
　
　
（
９
）

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
を
つ
ぎ
に
の
べ
た
い
。
生
布
中
買
の
元
草
買
入
自
由
Ｈ
青
苧
、
紺
直
買
の
執
勘
な
る
要
求
は
す
で
に
み

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
株
仲
問
解
放
は
彼
ら
に
と
っ
て
好
機
を
与
え
た
。
　
「
手
広
二
商
内
出
来
宜
事
」
と
し
た
の
は
お
そ
ら
く

彼
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
安
政
元
年
の
株
仲
問
再
興
に
あ
た
っ
て
は
、
生
布
中
買
の
他
国
紺
直
買
が
重
大
な
間
題

に
な
っ
た
。
ま
ず
青
苧
中
買
は
、
再
興
後
、
生
布
中
買
謎
屋
の
う
ち
手
元
よ
ろ
し
き
も
の
は
他
国
絶
を
直
買
し
、
他
所
行
商
人
ま
た

布
類
と
交
換
で
絶
を
買
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
兼
商
売
で
あ
り
、
ま
た
絶
高
値
を
結
果
す
る
か
ら
、
か
か
る
直
買
を
禁
止
し
て
ほ
し
い

と
願
出
し
た
（
安
政
二
年
二
月
末
目
）
。
そ
の
た
め
奉
行
所
は
生
布
中
買
仲
ヶ
問
、
同
謎
屋
に
「
其
方
共
儀
生
布
元
草
青
苧
絶
之
内

大
和
紬
ト
唱
侯
外
伊
賀
加
賀
越
中
等
都
而
他
国
出
来
之
絶
者
青
苧
中
買
紬
屋
仲
ケ
問
之
者
二
限
リ
買
入
生
布
誹
屋
共
二
売
込
仕
来
侯

処
近
頃
他
国
絶
直
買
い
た
し
遺
用
之
余
分
を
外
六
江
売
渡
侯
由
於
実
事
者
商
法
獲
二
相
成
布
方
惣
体
商
売
筋
衰
微
之
基
二
付
文
化
以

前
之
通
再
興
被
仰
付
侯
趣
相
弁
如
前
六
他
国
絶
者
青
苧
中
買
絶
屋
仲
ヶ
間
之
外
ニ
テ
買
入
侯
儀
を
相
止
メ
可
申
侯
」
と
申
渡
し
、
直

買
を
禁
止
し
た
（
安
政
二
年
三
月
七
目
）
。
こ
れ
に
対
し
て
生
布
中
買
謎
屋
は
根
ず
よ
く
直
買
を
願
出
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
た
と

こ
ろ
は
、
　
さ
き
に
の
べ
た
と
こ
ろ
と
か
わ
ら
な
い
が
既
往
の
多
く
の
他
国
絶
直
買
の
事
実
を
あ
げ
、
生
布
中
買
誹
屋
十
六
人
よ
り

「
他
国
絶
直
買
に
つ
き
」
現
在
の
姿
を
以
て
青
苧
中
買
に
加
入
し
た
い
と
要
求
し
た
（
安
政
二
年
三
月
二
十
四
目
、
五
月
九
日
、
五

　
　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
六
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
六
四
二
）

月
十
九
目
）
。
青
苧
中
買
は
、
こ
れ
も
前
と
同
じ
で
あ
る
が
、
直
買
の
た
め
紺
値
段
が
つ
り
上
げ
ら
れ
る
、
株
解
放
中
少
友
の
直
買

の
例
が
あ
っ
た
が
文
化
以
前
に
は
な
い
か
ら
兼
商
売
の
ま
ま
で
は
仲
ヶ
問
に
加
入
せ
し
め
ら
れ
な
い
。
強
い
て
加
入
し
た
け
れ
ば
生

布
中
買
談
屋
を
や
め
よ
と
し
た
（
安
政
二
年
六
月
十
三
目
）
。
　
し
か
し
惣
年
寄
は
こ
の
件
に
つ
い
て
兼
商
売
の
ま
ま
十
六
人
の
直
買

を
許
す
べ
き
で
あ
る
、
但
し
十
六
人
以
上
に
は
ふ
や
さ
ず
、
絶
値
段
を
引
上
げ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
答
申
を
奉
行
所
に
出
し
た

の
で
（
安
政
二
年
六
月
二
十
四
目
）
、
結
局
同
安
政
二
年
七
月
十
目
、
以
前
よ
り
の
直
買
の
事
実
を
認
め
十
六
人
の
青
苧
中
買
へ
の

加
盟
（
新
株
と
し
て
）
を
承
認
し
、
平
六
ら
十
四
人
は
伊
賀
紺
に
限
り
、
長
八
ら
二
人
は
北
国
絶
に
か
ぎ
っ
て
直
買
を
許
す
こ
と
で

両
者
の
和
済
が
成
立
し
、
奉
行
所
も
そ
の
旨
を
申
渡
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
十
六
人
以
外
の
直
買
は
禁
止
さ
れ
、
ま
た
新
株
の

譲
渡
は
で
き
ぬ
と
し
た
。

　
安
政
二
年
の
こ
の
青
苧
中
買
と
生
布
中
買
誹
屋
と
の
問
の
絶
直
買
を
め
ぐ
る
対
立
は
、
右
の
よ
う
に
十
六
人
が
絶
直
買
が
許
さ
れ

年２治明年元治明年３応慶
絶
０

４５３６２

紬
Ｏ

０７６１３

紬
Ｏ

Ｏ０３８３紬賀伊

Ｏ０２，２８００５．４７１００１，５０２紺中越

分月９
～

１は年２治明）注（

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
布
数
合
側
の
勝
利
に
な
っ
た
。
し
か
し
青
苧
中
買
絶
屋
は
こ
の
新
株
に
対
し
て
、
例
え
ば

年
頭
八
朔
礼
金
は
中
間
一
体
と
し
て
出
し
て
い
る
の
で
、
別
に
右
の
十
六
人
か
ら
は
出
さ
し
め
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
と
奉
行
所
用
人
中
に
申
入
れ
て
い
る
ご
と
く
新
株
の
独
自
な
発
展
を
押
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
の
青
苧
中
買
紺
屋
の
う
ご
き
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
し
め
す
史
料
が
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
明

治
維
新
に
よ
り
惣
年
寄
の
廃
止
が
あ
り
、
明
治
二
年
三
月
商
法
大
意
に
よ
り
株
仲
問
は
解
散
さ
れ
た
。
こ
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

後
の
青
苧
中
買
の
他
国
絶
取
扱
高
は
上
表
の
ご
と
く
に
な
っ
て
い
る
。
さ
き
に
示
し
た
天
保
元
年
、
二
年
の
そ

れ
よ
り
も
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
の
は
、
青
苧
取
扱
量
と
あ
わ
せ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
維
新
当
時
に
お

い
て
も
、
す
で
に
の
べ
た
ご
と
く
生
布
数
合
よ
り
の
侵
蝕
は
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な
お
青
苧
中
買
が
原
料
紬
の



掌
握
に
根
強
い
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
せ
し
め
る
。
維
新
後
の
奈
良
晒
布
の
産
額
は
明
治
七
～
九
年
で
は
一
ヶ
年
平
均
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

○
○
○
疋
、
一
〇
～
二
二
年
で
は
二
五
〇
〇
〇
疋
と
な
っ
て
お
り
、
幕
末
の
四
・
五
万
疋
に
く
ら
べ
て
も
減
少
し
て
い
る
。
原
料
苧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

も
そ
の
こ
ろ
に
は
野
州
産
麻
あ
る
い
は
南
京
麻
絶
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

右
　
　
　
同

右
　
　
　
同

右
　
　
　
同

右
　
　
　
同

右
　
　
　
同

「
永
代
録
」
　
（
奈
良
脇
戸
町
の
町
代
記
）
。

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

右
同
。
以
下
こ
の
直
買
間
題
に
つ
い
て
は
す
べ
て
同
文
書
に
よ
る
。

旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

右
　
　
　
同

右
　
　
　
同

七
青
苧
市
場
の
構
造
と
都
市
商
人

奈
良
晒
布
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
晒
間
屋
お
よ
び
他
所
行
商
人
に
よ
づ
て
主
と
し
て
三
都
の
呉
服
商
人
に
販
売
せ
ら
れ
る
。
武
士

　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
六
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
六
四
四
）

お
よ
び
都
市
上
層
の
高
級
衣
料
品
と
し
て
都
市
に
そ
の
販
売
市
場
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
性
格
は
幕
末
に
い
た
る
ま
で
か
わ
っ
て
い

な
い
。
奈
良
晒
布
が
不
捌
に
な
っ
た
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
、
奈
良
布
方
は
江
戸
に
晒
布
直
売
場
を
奈
良
奉
行
の
支
援
を
え
て
開

設
し
ポ
と
し
章
こ
の
直
売
場
開
設
計
画
は
結
局
は
・
江
戸
呉
服
間
緊
旧
来
よ
り
五
〇
〇
〇
疋
買
増
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
一
計

二
万
一
千
疋
と
な
る
）
願
い
下
げ
し
て
実
現
は
し
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
幕
末
の
こ
ろ
武
士
町
人
に
奈
良
布
以
外
の
晒
布
を
用
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

な
い
よ
う
に
、
奈
良
奉
行
よ
り
工
作
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
て
い
る
事
実
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
領
主
権
力
に
結
び

つ
い
て
都
市
市
場
を
拡
大
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
と
も
と
い
わ
ば
高
級
衣
料
品
で
あ
る
奈
良
晒
布
で
は
都
市
市
場

以
外
に
農
民
的
地
方
市
場
を
開
拓
し
て
ゆ
け
る
性
質
の
も
の
で
な
か
っ
た
。
木
綿
織
な
ど
も
在
方
ま
た
町
方
の
間
屋
中
買
商
人
に
よ

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
遠
隔
地
問
取
引
と
し
て
全
国
流
通
市
場
に
投
入
さ
れ
る
が
、
同
時
に
そ
の
生
産
地
帯
を
包
含
す
る
局
地
的
な
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

市
場
が
成
立
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
そ
の
生
産
品
が
奮
修
品
か
ら
実
用
品
へ
、
あ
る
い
は
実
用
品
か
ら
春
修
品
へ
と
の
変
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
従
っ
て
、
そ
の
販
売
市
場
の
構
造
が
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
奈
良
晒
布
の
場
合
は
一
貫
し
て
都
市
と
く
に
三
都
を
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

売
市
場
と
す
る
形
態
は
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
木
津
あ
る
い
は
伊
賀
な
ど
に
成
立
し
た
晒
布
の
販
売
市
場
も
三
都
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

地
方
的
な
市
場
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
販
売
市
場
の
仕
組
の
た
め
木
津
や
伊
賀
の
い
わ
ば
在
郷
の
布
間
屋
は
奈
良
布

方
に
圧
迫
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
奈
良
に
お
け
る
青
苧
取
引
方
法
に
つ
い
て
さ
き
に
の
べ
た
が
、
青
苧
の
全
国
的
衣
流
通
の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
一
応

こ
こ
で
み
て
お
き
た
い
。
近
世
に
お
け
る
青
苧
の
産
地
は
冒
頭
に
し
る
し
た
ご
と
く
米
沢
、
最
上
、
会
津
地
方
で
あ
る
が
、
近
世
前

期
に
お
け
る
晒
布
の
生
産
は
奈
良
に
集
中
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
さ
い
原
料
青
苧
は
米
沢
藩
蔵
苧
を
中
心
と
し
た
の
１
で
は
な

か
ろ
う
か
。
近
世
中
後
期
に
は
、
越
後
縮
布
、
能
登
布
、
高
宮
布
は
じ
め
各
地
に
麻
織
物
の
生
産
が
み
ら
れ
る
に
い
た
っ
て
、
、
て
れ

●



に
応
じ
て
東
北
に
お
け
る
青
苧
の
生
産
も
増
大
し
て
き
た
。
最
上
苧
は
羽
州
村
山
也
帯
に
産
す
る
青
苧
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
に
お

け
る
青
苧
生
産
は
近
世
中
期
以
降
急
速
に
発
展
し
、
宝
暦
－
寛
政
の
こ
ろ
最
盛
期
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
在
方
荷
主
が
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

長
し
、
集
荷
さ
れ
た
青
苧
は
商
人
苧
と
し
て
各
地
に
販
売
せ
ら
れ
た
。
商
人
苧
は
も
ち
ろ
ん
在
方
荷
主
だ
け
で
な
く
、
さ
き
に
の
べ

た
よ
う
に
、
各
地
苧
商
人
に
よ
っ
て
も
布
・
絶
の
生
産
地
に
販
売
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
近
世
中
期
・
後
期
の
各
布
産
地
と
青
苧

生
産
地
と
の
青
苧
お
よ
び
絶
の
流
通
径
路
は
図
示
す
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
越
後
で
あ
る
が
、
縮
布
は
安
永
・
天
明
年
問
に
は
二
〇
万
反
を
超
え
る
生
産
を
し
め
し
た
が
、
こ
の
越
後
縮
布
の
原
料
苧
は

会
津
、
米
沢
、
最
上
の
三
産
地
か
ら
購
入
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
三
万
貫
以
上
の
青
苧
が
使
用
さ
れ
、
小
千
谷
に
は
そ
れ
を
扱
う
巨
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

米
沢
蔵
苧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
青
苧
商
人
が
存
在
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
能
登
、
越

氷
沢
苧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台

　
　
　
苧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
兵
　
　
　
　
　
　
中
、
　
加
賀
の
北
国
三
国
に
つ
い
て
は
、
　
こ
の
地
方
は
布

註
箒
　
　
　
　
　
　
　
布
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
（
能
登
布
、
八
灘
布
、
加
賀
布
）
と
な
ら
ん
で
紺
績
の
産

、

、

、

、

、

、
、

、

、

、

■奈
一
艮

＼

。
　
奈
一
良
晒
布

木
津

越
後

脂
布

登中賀

、紬

い
ＨＨいいい 、

、

、

近
江
　
　
　
　
布

能越加
能
登
布

加
賀
布

羅
帥
一

京
都

大
阪

苧
青
紬

ま
は

線
線

実
点

近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）

出
を
も
み
た
。
越
中
高
岡
の
文
化
十
年
（
一
八
二
二
）
の

苧
紬
の
出
来
高
一
六
八
○
駄
の
う
ち
、
羽
州
苧
を
も
っ
て

製
し
た
の
は
八
四
〇
駄
で
、
そ
の
半
ば
に
あ
た
り
、
地
苧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

は
六
一
〇
駄
で
、
残
り
は
上
州
苧
で
あ
っ
た
。
能
登
布
の

生
産
高
は
明
治
十
五
年
鹿
島
、
羽
昨
両
郡
で
約
三
三
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

○
疋
と
い
う
外
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
紬
に
つ
い
て

は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
両
郡
の
苧
絶
出
来
高
二
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
六
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
六
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

○
駄
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
料
苧
に
は
最
上
苧
が
移
入
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
加
賀
の
布
生
産
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。
さ

き
に
の
べ
た
よ
う
に
原
料
青
苧
は
奈
良
か
ら
逆
に
も
ち
込
ま
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
近
世
中
期
は
加
賀
絶
は
多
数
奈
良
に
搬
入
さ
れ

て
い
る
。
北
国
三
国
で
は
地
苧
も
使
わ
れ
た
が
、
多
く
は
商
人
苧
が
購
入
さ
れ
た
。
近
江
の
高
宮
布
（
野
州
魎
）
の
原
料
は
能
登
の

苧
結
で
、
中
買
人
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
「
江
州
絶
商
人
」
に
送
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
江
州
絶
商
人
よ
り
能
登
の
絶
中
買
人
に
仕
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

銀
を
前
貸
し
て
い
る
形
態
が
み
ら
れ
た
が
、
天
保
六
年
に
は
前
貸
を
止
め
る
か
わ
り
に
取
引
値
段
の
引
上
げ
を
は
か
っ
て
い
る
。
伊

豆
田
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
最
上
苧
が
在
方
荷
主
に
よ
っ
て
京
都
、
奈
良
、
高
岡
、
江
州
に
お
く
ら
れ
て
い
る
が
、
北
国
絶
の
使
用

と
同
時
に
東
北
よ
り
直
接
青
苧
が
購
入
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
京
都
、
大
阪
の
青
苧
商
人
は
主
と
し
て
奈
良
に
送
る
青
苧
の
取

引
に
あ
た
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
阪
市
史
の
元
文
元
年
諸
色
登
高
井
銀
高
表
で
は
、
苧
九
五
〇
〇
〇
貫
余
（
銀
高
一
〇
七
三

貫
余
）
が
大
阪
に
入
荷
し
て
い
る
。
そ
の
産
地
は
武
蔵
、
石
見
、
安
芸
、
但
馬
、
信
濃
、
下
野
、
出
（
羽
）
、
若
狭
、
越
前
、
備
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

豊
後
、
因
幡
の
十
二
ヶ
国
が
あ
が
っ
て
い
る
。
九
万
五
千
貫
は
元
文
二
年
奈
良
に
入
荷
し
た
蔵
苧
、
商
苧
あ
わ
せ
て
一
九
〇
〇
駄
約

七
万
六
千
貫
に
く
ら
べ
て
尤
大
な
量
に
な
る
が
、
羽
州
産
以
外
は
お
そ
ら
く
苧
麻
で
あ
ろ
う
。
木
津
布
お
よ
び
伊
賀
絶
に
つ
い
て
は

す
で
に
の
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

　
右
の
元
文
二
年
の
一
九
〇
〇
駄
は
生
布
約
二
三
万
疋
分
の
青
苧
に
あ
た
る
。
宝
暦
－
寛
政
の
最
上
苧
生
産
の
最
盛
期
に
は
年
産
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

八
○
○
～
一
〇
〇
〇
駄
の
産
出
を
み
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
晒
布
の
最
盛
期
（
寛
文
－
元
禄
）
に
は
約
四
〇
万
疋
の
生
産
が
あ

り
、
こ
れ
に
要
す
る
原
料
青
苧
は
約
三
三
〇
〇
駄
と
計
算
さ
れ
る
。
東
北
地
方
の
青
苧
生
産
の
発
展
過
程
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
が
、
村

上
地
方
が
前
記
の
ご
と
く
で
あ
る
の
と
考
え
合
せ
る
と
、
近
世
前
期
に
お
い
て
は
、
最
上
、
米
沢
、
会
津
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
青

苧
が
奈
良
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
伽
と
考
え
ら
九
る
。
そ
丸
が
、
各
地
に
お
け
る
布
箱
生
産
の
発
展
、
一
方
奈
良
栖
布
の
衰



遺
に
よ
っ
て
・
右
に
概
観
し
た
よ
う
な
青
苧
の
需
給
関
係
が
出
来
て
い
ク
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
上
苧
な
ど
近
世
前
期
に
は
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

と
し
て
奈
良
に
送
く
ら
れ
て
い
た
の
が
、
中
後
期
に
は
北
国
に
送
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
は
正
し
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
奈
良
に
入
荷
さ
れ
る
青
苧
は
、
右
の
ご
と
き
遠
隔
地
取
引
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
荷
受
資
本
と
し
て
の
青
苧
間
屋
中
買
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
そ
れ
を
掌
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
他
国
絶

、
が
多
く
な
っ
て
来
た
時
期
に
は
彼
ら
は
さ
ら
に
そ
れ
に
対
し
て
も
独
占
的
な
集
荷
販
売
権
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
近
世
に
お
い
て
右
の
如
く
青
苧
生
産
地
と
生
布
生
産
地
と
は
完
全
に
分
離
し
、
最
後
ま
で
結
合
し
な
か
つ
た
。
米
沢
上
杉
藩
で
は

安
永
－
寛
政
の
こ
ろ
、
小
千
谷
よ
り
機
織
法
を
と
り
い
れ
国
産
青
苧
に
よ
る
麻
布
生
産
を
は
じ
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
成
功
し
な
か

一
た
考
で
あ
電
ま
た
奈
良
に
責
て
も
・
天
保
一
一
・
三
年
宇
叡
で
青
苧
の
試
禁
計
画
荒
、
天
保
七
年
に
は
奈
良
奉
行
所

よ
り
の
指
示
で
、
同
じ
く
宇
陀
、
吉
野
両
郡
に
青
苧
を
植
弘
め
よ
う
と
し
、
布
方
の
う
ち
一
〇
人
（
晒
間
屋
二
人
、
晒
屋
一
人
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

布
中
買
六
人
）
が
そ
の
基
金
一
五
〇
両
を
引
請
け
て
い
る
。
こ
の
計
画
も
実
ら
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
原
料

生
産
地
と
機
織
地
帯
と
の
結
合
は
近
世
の
麻
織
物
に
つ
い
て
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
原
料
苧
の
遠
隔
地
取
引
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る
ゆ
え
に
青
苧
中
買
は
全
入
荷
品
を
把
握
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
近
世

中
後
期
に
は
複
雑
化
し
て
き
た
青
苧
市
場
に
対
処
し
て
独
占
を
維
持
す
る
た
め
、
前
記
し
た
よ
う
な
努
力
を
重
ね
た
が
、
そ
の
際
注

　
目
し
た
い
の
は
生
布
中
買
談
屋
と
の
他
国
絶
直
買
を
め
ぐ
る
間
題
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
エ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
の
べ
た
か
ら

省
略
す
る
が
、
と
く
に
伊
賀
絶
の
場
合
、
伊
賀
は
大
和
の
東
に
接
す
る
地
域
で
あ
り
そ
の
伊
賀
の
村
六
に
産
す
る
結
を
直
買
し
て
、

　
大
和
の
諸
村
で
織
布
せ
し
め
よ
う
と
し
て
、
生
布
中
買
の
直
買
間
題
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
直
買
一
件
は
部
分
的
に
成
功
を

　
　
　
　
近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人
（
奥
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
六
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
六
四
八
）

み
た
が
、
青
苧
中
買
の
他
国
絶
に
対
す
る
掌
握
を
根
本
的
に
変
え
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
仮
り
に
生
布
中
買
の
直
買
が
全
面
的
に

み
と
め
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
は
絶
地
域
と
機
織
地
域
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
生
布
中
買
が
織
元
と
し
て
さ
ら
に
成
長

し
て
ゆ
く
契
機
を
つ
か
み
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

幕
末
嘉
永
三
年
一
一
八
五
〇
一
に
は
青
苧
間
屋
中
買
に
よ
一
て
四
一
五
駄
の
青
苧
が
取
扱
わ
れ
て
島
）
慶
応
三
年
一
一
八
六
七
一

の
他
国
絶
の
入
荷
量
は
伊
賀
絶
三
八
万
絶
、
越
中
絶
は
二
〇
万
絶
で
あ
っ
た
。
四
一
五
駄
の
青
苧
は
生
布
約
五
万
疋
分
で
あ
り
・
あ

わ
せ
て
五
八
万
絶
の
他
国
紺
は
生
布
約
一
万
五
千
疋
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
嘉
永
四
年
の
生
布
産
高
六
万
八
千
疋
と
お
ほ
よ
そ
合
致
す

る
。
私
は
先
述
ら
い
、
近
世
後
期
に
お
け
る
他
国
絶
の
増
大
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
し
か
し
幕
末
期
に
お
い
て
青
苧
中
買
が
直
接
に

把
握
し
て
い
る
原
料
青
苧
の
比
重
は
な
お
大
き
い
の
で
あ
っ
て
、
青
苧
中
買
が
部
分
的
に
生
布
中
買
謎
屋
の
他
国
絶
直
買
を
み
と
め

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
奈
良
晒
布
生
産
に
お
け
る
青
苧
中
買
仲
ヶ
問
の
独
占
力
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
奈
良
晒
布
の
全
生
産
販
売
の
機
構
の
な
か
で
、
ど
の
商
人
資
本
が
最
も
支
配
的
で
あ
っ
た
の
か
、
晒
間
屋
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

っ
た
と
き
（
両
村
晒
屋
は
明
ら
か
に
晒
間
屋
に
従
属
し
て
い
る
）
、
そ
れ
を
い
ま
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は

む
し
ろ
生
布
中
買
で
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
さ
き
に
書
い
た
天
保
七
年
の
青
苧
試
植
資
金
一
五
〇
両
を
引
請
け
た
布
方
一
〇
人
の
う

ち
六
人
が
生
布
中
買
で
あ
る
こ
と
も
そ
れ
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
も
し
ば
し
ば
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
こ
そ
織
元

と
し
て
問
屋
制
的
に
織
屋
あ
る
い
は
農
民
機
屋
を
直
接
に
支
配
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
生
布
中
買
の
経
営

規
模
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
多
く
は
零
細
な
在
出
な
い
し
在
村
の
商
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
生
布
の

直
売
、
ま
た
苧
絶
の
直
買
間
題
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
料
及
び
販
売
市
場
に
自
由
な
活
動
を
要
求
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
も
そ
れ
が

現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
箱
局
、
そ
の
両
方
と
も
部
分
的
に
成
功
し
た
が
全
体
と
し
て
坐
祈
し
て
い
る
。



と
く
に
原
料
市
場
優
一
て
い
え
ば
・
青
苧
中
買
が
生
布
中
買
の
そ
う
し
た
要
求
を
押
え
て
、
幕
末
に
い
た
る
ま
で
狼
占
的
蕎

受
商
人
た
り
え
た
の
は
・
そ
註
や
は
り
、
青
苧
が
前
述
の
如
き
遠
隔
地
問
取
引
の
特
産
品
で
あ
つ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
商
品
で
雲
雀
・
株
仲
問
組
織
葦
つ
青
苧
中
買
の
存
続
雇
後
ま
で
許
し
た
の
で
は
奈
ろ
う
か
。
原
料
の
購
入
、

製
品
の
販
売
に
き
て
・
多
数
の
・
か
つ
絶
え
ず
増
加
す
る
ル
ー
－
を
害
え
き
と
こ
ろ
に
、
す
素
ち
絶
え
ず
拡
大
す
る
農
民

的
・
地
方
的
市
場
竃
芝
き
と
こ
ろ
に
、
妻
ル
ー
ト
を
伝
鶴
に
掌
握
し
て
い
た
都
市
商
人
が
存
続
す
る
理
由
が
あ
つ
た

の
で
は
き
か
と
考
を
・
そ
れ
は
他
面
で
は
、
局
地
市
場
と
遠
隔
地
問
取
引
を
考
え
る
さ
い
の
間
題
で
妻
る
。

（
１
）
旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

（
２
）
右
　
　
　
同

一
３
一
安
藤
精
；
鳥
取
藩
に
お
げ
る
在
方
商
業
の
発
達
一
、
経
済
理
論
、
三
五
二
三
一
合
併
号
。

一
４
一
林
英
夫
「
尾
濃
綿
織
物
地
帯
に
淳
る
商
一
器
通
の
展
開
一
、
歴
史
学
研
究
、
三
九
号
。

（
５
）
　
旧
田
村
氏
所
蔵
文
書
。

一
６
一
伊
豆
田
忠
悦
「
東
北
後
進
地
帯
に
お
け
る
在
方
荷
主
の
形
態
と
商
品
生
予
羽
州
大
蕨
村
稲
村
家
を
中
心
に
工
、

　
の
三
。

（
７
）
　
西
脇
新
次
郎
「
小
千
谷
縮
布
史
」

（
８
）
　
〕
局
岡
史
料
」
　
（
下
巻
）
、
伊
豆
田
前
掲
論
文
所
引
。

（
９
）
　
「
能
登
生
産
記
」
、
金
沢
図
書
館
所
蔵
。

一
１
・
一
．
「
能
登
部
町
誌
」
右
同
。
一
・
一
一
”
一
に
つ
い
て
は
関
西
学
院
大
学
永
島
福
太
郎
氏
吉
教
示
言
け
た
。

（
ｕ
）
右
同
、
お
よ
び
滋
賀
県
史
第
三
巻
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

　
　
　
近
世
後
期
に
お
け
る
都
市
商
人
（
奥
田
）

杜
会
経
済
史
学
、
二
二

（
六
四
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
六
五
〇
）

（
１
２
）
　
「
大
阪
市
史
」
第
一
巻
。

一
。
一
青
苧
一
駄
は
二
四
八
把
で
嘗
、
生
布
一
疋
を
仕
上
げ
る
の
に
鶏
糞
せ
て
二
把
を
要
す
る
と
い
う
計
算
に
よ
り
琶

（
１
４
）
　
伊
豆
田
忠
悦
、
前
掲
論
文
。

（
１
５
）
右
　
　
同

（
１
６
）
　
「
東
北
産
業
経
済
史
」
第
二
巻
。

（
１
７
）
　
旧
田
村
兵
所
蔵
文
書
。

（
１
８
）
右
　
　
同

（
１
９
）
　
木
村
博
一
、
前
掲
論
文
。

一
附
記
こ
の
小
文
は
か
つ
て
奈
良
学
一
、
芙
学
木
村
博
事
の
共
同
研
究
の
さ
い
あ
つ
め
た
史
料
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
・
同
氏
に

　
感
謝
申
上
げ
る
。
）

○


